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(57)【要約】
　容量式タッチセンサ式スクリーンなどのタッチセンサ
式スクリーンにタッチ信号を電気的に通信するタッチ送
信機を含むカードを提供する。そうすることで、例えば
、カードが、携帯電話機又は（タブレットコンピュータ
などの）ポータブルコンピュータと直接通信できるよう
になる。カードは、ディスプレイ画面又は別の光源から
発せられた光を介して情報を受け取る光センサを備える
。従って、携帯電話機又は（タブレットコンピュータな
どの）ポータブルコンピュータは、光パルスを介してカ
ードに情報を通信することができる。光を介して通信さ
れる情報は、例えば、ポイント残高、クレジット残高、
貸付残高、取引履歴、ソフトウェアの更新、クーポン、
プロモーション、広告、又はその他のあらゆる種類の情
報を含むことができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセッサと、
　メモリと、
　前記メモリに記憶された情報を、前記プロセッサから受け取った制御信号を介してタッ
チセンサ式スクリーンに電気的に通信するタッチ送信機と、
を備えることを特徴とするカード。
【請求項２】
　前記情報が、支払い情報である、
ことを特徴とする請求項１に記載のカード。
【請求項３】
　前記タッチ送信機が、導電性プレートに結合されたトランジスタを含み、前記プロセッ
サが、前記導電性プレートの静電容量を静電容量閾値よりも低下させるために前記トラン
ジスタを非作動にする、
ことを特徴とする請求項１に記載のカード。
【請求項４】
　前記タッチ送信機が、導電性プレートに結合されたトランジスタを含み、前記プロセッ
サが、前記導電性プレートの静電容量を静電容量閾値よりも高めるために前記トランジス
タを作動させる、
ことを特徴とする請求項１に記載のカード。
【請求項５】
　前記タッチ送信機が、前記トランジスタの制御端末と前記プロセッサの間に結合された
、絶縁回路を有するトランジスタを含む、
ことを特徴とする請求項１に記載のカード。
【請求項６】
　タッチ送信機を含むカードと、
　タッチセンサ式スクリーンを含む装置と、
を備え、前記タッチ送信機が、前記タッチセンサ式スクリーンを介して前記カードから前
記装置に情報を通信する、
ことを特徴とするシステム。
【請求項７】
　前記情報が、支払い情報である、
ことを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記情報が、購入取引を完了するために前記装置が使用する支払い情報である、
ことを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項９】
　前記情報が、認証情報である、
ことを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記情報が、前記装置により実行される機能を許可するために前記装置が使用する認証
情報である、
ことを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記タッチセンサ式スクリーンが、前記通信された情報を受け取る所定の位置を含む、
ことを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記タッチセンサ式スクリーンのいずれかの部分が、前記通信された情報を受け取る、
ことを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項１３】
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　前記タッチセンサ式スクリーンが、前記通信された情報の状態を示す状態インジケータ
を含む、
ことを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記タッチセンサ式スクリーンが、前記通信された情報の状態を示す状態インジケータ
を含み、該状態インジケータが、前記通信された情報を受け取ったかどうかを示す、
ことを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記タッチセンサ式スクリーンが、前記通信された情報の状態を示す状態インジケータ
を含み、該状態インジケータが、前記通信された情報が有効であるかどうかを示す、
ことを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項１６】
　装置にカードを配置するステップと、
　前記カードによってタッチをシミュレートするステップと、
　前記装置によって前記シミュレートした接触を検出するステップと、
　前記検出を、前記カードにより前記装置に通信されたデータとして前記装置内に記憶す
るステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１７】
　タッチをシミュレートするステップが、前記カードの導電性プレートの静電容量を静電
容量閾値よりも高めるステップを含む、
ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記通信されたデータが、購入取引を完了するために前記装置が使用する支払い情報で
ある、
ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記通信されたデータが、前記装置により実行される機能を許可するために前記装置が
使用する認証情報である、
ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記検出の状態を示すフィードバックを前記装置から提供するステップをさらに含む、
ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　プロセッサと、
　メモリと、
　光信号を受け取る光センサと、
を備え、前記プロセッサが、前記光信号を復号して、該復号済み情報をメモリに記憶する
ことができ、前記受け取った光信号を周波数２倍周波数（Ｆ２Ｆ）符号化することができ
る、
ことを特徴とするカード。
【請求項２２】
　前記光センサが、前記受け取った光信号の複数の色を検出する、
ことを特徴とする請求項２１に記載のカード。
【請求項２３】
　前記光センサが、前記受け取った光信号の複数の色を検出し、前記プロセッサが、前記
検出した複数の色を前記復号済み情報に復号することができる、
ことを特徴とする請求項２１に記載のカード。
【請求項２４】
　前記光センサが、前記受け取った光信号間の色の遷移を検出する、
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ことを特徴とする請求項２１に記載のカード。
【請求項２５】
　前記光センサが、前記受け取った光信号間の色の遷移を検出し、前記プロセッサが、前
記検出した色の遷移を前記復号済み情報に復号することができる、
ことを特徴とする請求項２１に記載のカード。
【請求項２６】
　前記光センサが、前記受け取った光信号の複数の強度を検出する、
ことを特徴とする請求項２１に記載のカード。
【請求項２７】
　前記光センサが、前記受け取った光信号の複数の強度を検出し、前記プロセッサが、前
記検出した複数の強度を前記復号済み情報に復号することができる、
ことを特徴とする請求項２１に記載のカード。
【請求項２８】
　第１の光センサを含むカードと、
　光信号を生成する装置と、
を備え、前記カードが、前記第１の光センサにより検出された前記光信号を介して前記装
置から情報を受け取る、
ことを特徴とするシステム。
【請求項２９】
　前記カードが、前記検出した光信号の期間時間から前記情報を復号するプロセッサを含
む、
ことを特徴とする請求項２８に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記カードが、前記検出した光信号間の期間時間から前記情報を復号するプロセッサを
含む、
ことを特徴とする請求項２８に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記カードが、前記検出した光信号の色から前記情報を復号するプロセッサを含む、
ことを特徴とする請求項２８に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記カードが、前記検出した光信号の強度から前記情報を復号するプロセッサを含む、
ことを特徴とする請求項２８に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記カードが、第２の光センサをさらに備え、前記第１及び第２の光センサにより検出
された前記光信号を介して前記装置から情報を受け取る、
ことを特徴とする請求項２８に記載のシステム。
【請求項３４】
　装置から光パルスを生成するステップと、
　前記光パルスをカードによって検出するステップと、
　前記検出した光パルスを、前記装置から前記カードに通信された情報として復号するス
テップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項３５】
　前記カードの光センサが、前記光パルスの期間時間を検出し、前記カードのプロセッサ
が、前記検出した期間時間を前記情報に復号する、
ことを特徴とする請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記カードの光センサが、前記光パルス間の期間時間を検出し、前記カードのプロセッ
サが、前記検出した期間時間を前記情報に復号する、
ことを特徴とする請求項３４に記載の方法。
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【請求項３７】
　前記カードの光センサが、前記光パルスの色を検出し、前記カードのプロセッサが、前
記検出した色を前記情報に復号する、
ことを特徴とする請求項３４に記載の方法。
【請求項３８】
　前記カードの光センサが、前記光パルス間の色の遷移を検出し、前記カードのプロセッ
サが、前記検出した色の遷移を前記情報に復号する、
ことを特徴とする請求項３４に記載の方法。
【請求項３９】
　前記カードの光センサが、前記光パルスの強度を検出し、前記カードのプロセッサが、
前記検出した強度を前記情報に復号する、
ことを特徴とする請求項３４に記載の方法。
【請求項４０】
　前記カードの第１及び第２の光センサが、前記光パルスの強度を検出し、前記カードの
プロセッサが、前記検出した光パルスを前記情報に復号する、
ことを特徴とする請求項３４に記載の方法。
【請求項４１】
　プロセッサ手段と、
　メモリ手段と、
　前記メモリ手段に記憶された情報を、前記プロセッサから受け取った制御信号を介して
タッチセンサ式スクリーンに電気的に通信するタッチ送信機手段と、
を備えることを特徴とするカード。
【請求項４２】
　プロセッサ手段と、
　メモリ手段と、
　光信号を受け取る光センサ手段と、
を備え、前記プロセッサ手段が、前記光信号を復号し、該復号済み情報を前記メモリ手段
に記憶することができ、前記受け取った光信号を周波数２倍周波数（Ｆ２Ｆ）符号化する
ことができる、
ことを特徴とするカード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、磁気カード及び装置、並びに関連する支払いシステムに関する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００２】
　カードが、動的磁気通信装置を含むことができる。このような動的磁気通信装置は、磁
気エンコーダ又は磁気エミュレータの形をとることができる。磁気エンコーダは、磁気媒
体上の情報を変更し、この変更された磁気情報を磁気ストライプリーダが磁気媒体から読
み取れるようにすることができる。磁気エミュレータは、磁気ストライプリーダにデータ
を直接通信する電磁場を生成することができる。このような磁気エミュレータは、磁気ス
トライプリーダの読み取りヘッドにデータを連続的に通信することができる。
【０００３】
　カードの表側及び裏側の全て又は実質的に全てを（双安定、非双安定、ＬＣＤ、ＬＥＤ
、又はエレクトロクロミックディスプレイなどの）ディスプレイとすることができる。デ
ィスプレイの電極を１又はそれ以上の容量式タッチセンサに結合して、ディスプレイをタ
ッチスクリーンディスプレイとして提供できるようにすることができる。あらゆる種類の
タッチスクリーンディスプレイを利用することができる。このようなタッチスクリーンデ
ィスプレイは、複数のタッチポイントを判定することができる。従って、カードの表面全
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て又は実質的に全てにわたってバーコードを表示することができる。そうすることで、バ
ーコードリーダなどのコンピュータビジョン装置を、表示されたバーコードを読み取る際
にエラーを起こしにくくすることができる。
【０００４】
　カードは、動的情報を出力するためのいくつかの出力装置を含むことができる。例えば
、カードは、１又はそれ以上のＲＦＩＤリーダ又はＩＣチップリーダにそれぞれ通信する
ための１又はそれ以上のＲＦＩＤ又はＩＣチップを含むことができる。カードは、情報を
受け取るための装置を含むことができる。例えば、ＲＦＩＤ及びＩＣチップは、ＲＦＩＤ
リーダ及びＩＣチップリーダに対して、それぞれ情報の受け取り及び情報の通信の両方を
行うことができる。無線情報信号を受け取るための装置を提供することもできる。光感知
装置又は音感知装置を利用して、無線で情報を受け取ることができる。カードは、（ＲＦ
ＩＤ、ＩＣチップ、及び動的磁気ストライプ通信装置などの）１又はそれ以上の出力装置
を通じてデータを同時に通信する中央処理装置を含むことができる。この中央処理装置は
、（ＲＦＩＤ、ＩＣチップ、動的磁気ストライプ装置、光感知装置及び音感知装置などの
）１又はそれ以上の入力装置から同時に情報を受け取ることができる。プロセッサを表面
接点に結合して、このプロセッサが、例えばＥＭＶチップなどの処理能力を実行できるよ
うにすることができる。このようなプロセッサがカードの表面に露出されないように、プ
ロセッサをラミネート処理して露出されないようにすることができる。
【０００５】
　カードは、作動すると動的磁気ストライプ通信装置を通じてコードが通信されるように
なるボタンを備えることができる（例えば、その後、カード上の読み取りヘッド検出器が
読み取りヘッドを検出する）。このコードは、例えば（支払い機能などの）機能を示すこ
とができる。カードは、（例えば、カードのボタンに対する）手動入力を介して、又は（
光信号、電磁気通信信号、音声信号、又はその他の無線信号などの）無線送信を介してこ
のコードを受け取ることができる。このコードを、（光及び／又は音などを介して）ウェ
ブページからカードに通信することができる。カードは、受け取ったコードをユーザに対
して視覚的に表示できるようにディスプレイを含むことができる。そうすることで、ユー
ザに、店内環境を通じて（例えば、磁気ストライプリーダを介して）、又はオンライン環
境を通じて（例えば、ディスプレイからコードを読み取り、このコードをオンライン購入
取引の精算ページ上のテキストボックスに入力することにより）コードを選択して使用す
る方法を提供することができる。このコードを支払い許可サーバなどのリモートサーバが
受け取り、受け取ったコードに基づいて別様に支払いを処理することができる。例えば、
コードは、購入取引を許可するためのセキュリティコードであってもよい。コードは、（
クレジットカード番号などの）単一の支払い口座番号を通じて、ポイント払い、引き落と
し払い、クレジット払い、分割払い、又は代金後払いで購入を行えるように支払い機能を
提供して、ユーザと、ユーザが利用したいと望む支払いの種類を選択するための支払い機
能コードとを確認することができる。
【０００６】
　動的磁気ストライプ通信装置は、（コイルなどの）インダクタを含む磁気エミュレータ
を含むことができる。このコイルを通じて電流を供給し、磁気ストライプリーダの読み取
りヘッドと通信する電磁場を形成することができる。駆動回路は、コイル内を移動する電
流量を変動させて、磁気ストライプデータのトラックを磁気ストライプリーダの読み取り
ヘッドに通信できるようにすることができる。（トランジスタなどの）スイッチを提供し
て、例えば周波数／２倍周波数（Ｆ２Ｆ）符号化アルゴリズムに従って電流の流れを有効
又は無効にすることができる。そうすることで、データビットを通信することができる。
【０００７】
　カードは、別の装置上の容量式タッチセンサを作動させることができるタッチ送信機を
含み、ユーザがこの容量式タッチセンサに指で物理的に触れたことを他の装置が確信する
ようにすることができる。従って、タッチ送信機は、携帯電話機、タブレットコンピュー
タ装置上に位置する容量式タッチスクリーン、或いはラップトップコンピュータ又は固定
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コンピュータの容量式タッチスクリーンなどの容量式タッチスクリーンを作動させること
ができる。従って、タッチ送信機は、容量式タッチスクリーン上のタッチセンサを特定の
方法で作動及び非作動にすることにより、（携帯電話機などの）装置に情報を通信するこ
とができる。例えば、タッチ送信機は、容量式タッチスクリーンセンサを時間に関連して
作動及び非作動にすることにより、情報を連続的に通信することができる。従って、タッ
チ送信機は、Ｆ２Ｆ符号化を使用して容量式タッチセンサを介して情報を通信することが
でき、この場合、作動時に、又は例えば作動時と非作動時に状態遷移が生じる。このよう
にして、カードは、いずれの物理的接続又は専用通信プロトコルの使用も必要とせずに、
容量式タッチスクリーンを備えた携帯電話機、又は容量式タッチスクリーンを備えたいず
れかの装置に情報を直接通信することができる。タッチスクリーンを有する装置上では、
１又はそれ以上のタッチ送信機によってバッテリ式支払いカードなどの装置から提供され
た情報を判断するソフトウェアプログラムを実行することができる。例えば、このソフト
ウェアプログラムは、状態遷移間の時間を測定することによって異なるビットの情報を判
断することができる。例えば、状態遷移間の特定の時間を１つのビットの情報（例えばそ
れぞれ「０」又は「１」）として判断することができる。状態遷移間の別の特定の時間を
異なるビットの情報（例えばそれぞれ「１」又は「０」）として判断することができる。
タッチ送信機から提供されるメッセージは、ソフトウェアプログラムがこの特定ビットの
時間期間を追尾、追跡又は特定して、将来受け取るビットを正しく判断できるようにする
、特定のビットの特定の長さのストリング（例えば、４又は５ビット）を最初に含むこと
ができる。１つのビットの情報に関連する１つの特定の時間は、異なるビットの情報に関
連する別の特定の時間の約２倍の長さの期間時間とすることができる。
【０００８】
　カード又はその他の装置は、１又はそれ以上のタッチ送信機を利用してあらゆる種類の
情報を通信することができる。例えば、カードは、タッチ送信機を利用して支払いカード
番号及び関連データ（例えば、支払いコード及び有効期限などの関連する任意のデータ）
を通信して、支払い購入を完了できるようにすることができる。例えば、カードは、タッ
チ送信機を利用して、トラック１、トラック２及び／又はトラック３の磁気ストライプ情
報を装置に通信することができる。磁気ストライプ情報を受け取る装置上には、タッチス
クリーンから受け取った磁気ストライプデータに基づいて購入取引を完了させるソフトウ
ェアプログラムを提供することができる。別の例によれば、容量式タッチスクリーンに（
例えば、支払いデータ及び／又はその他のデータに加えて）ユーザ選択を通信できるよう
に、カードが、このカード上の１又はそれ以上のユーザ選択を示す情報を通信することが
できる。さらに別の例によれば、容量式タッチスクリーンを有する装置にメッセージを通
信して通信の状態を提供することができる。例えば、カードは、メッセージがまさに送信
されようとしている旨、又はメッセージの転送を完了した旨のメッセージを、装置の容量
式タッチスクリーンを介して装置に通信することができる。カードは、カード自体を装置
に対してセキュアに識別できるように、識別情報及びパスワード情報を通信することもで
きる。
【０００９】
　カードは、容量式タッチスクリーンを有する装置から情報を受け取って、容量式タッチ
スクリーンを利用して装置と双方向通信を行えるようにすることができる。例えば、カー
ドは、容量式タッチディスプレイから発せられる光パルスを介して情報を受け取ることが
できる。より詳細には、例えば（携帯電話機などの）装置に、光を介してカードにメッセ
ージを送り、タッチを介してカードからメッセージを受け取るソフトウェアプログラムを
インストールすることができる。双方向通信は、並行して生じることがある（例えば、カ
ードからタッチパルスを受け取ると同時にカードに光パルスを送信することができる）。
双方向通信は、連続して生じることもある（例えば、カードがタッチを介して通信を行い
、このカードの通信後にカードが光を介して装置から通信を受け取り、この装置の通信後
にカードがタッチを介して通信を行うことができる）。装置は、光パルスを介してバッテ
リ式カード（又はその他の装置）に識別情報及びパスワード情報を通信し、バッテリ式装
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置が通信装置をセキュアに識別できるようにすることができる。このようにして、２つの
装置が互いを識別できるようにハンドシェイクを開始し、これらの装置間でセキュアな通
信チャネルを開始することができる。これらの装置の少なくとも一方は、（電話通信チャ
ネルなどを介して）リモートサーバと通信してこの装置と通信する装置に関する情報を受
け取り、受け取った識別情報及びパスワード情報をリモートサーバが識別できるようにす
ることができる。例えば、これらの装置のいずれか一方に、複数の装置の識別情報及びパ
スワード情報をローカルに記憶することができる。
【００１０】
　双方向通信により、例えばこれらの２つの装置間でハンドシェイクを行って、各装置を
識別するとともに光パルス及びタッチパルスを介してセキュアな通信チャネルを設定でき
るようにすることができる。また、光及び／又はタッチを介して、例えばメッセージの受
け取りを示す情報を通信することもできる。例えば、音又は電磁気パルスなどを介した他
の方法で情報を通信することもできる。メッセージの前後に同期信号を通信することもで
きる。例えば、カード又はその他の装置が、信号内で送信される情報のタイミングを追跡
できるように、全てのメッセージの前に特定のビットのストリング（複数の「０」など）
を出現させることができる。例えば、「短い」タッチパルスを通じて０を送信することが
でき、「長い」タッチパルスを通じて１を送信することができる。信号を同期させる際に
は、受信装置は、「短い」タッチパルス対「長い」タッチパルスの期間時間をトレーニン
グすることができる。「短い」タッチパルスは、容量センサを作動させる間の時間、又は
タッチセンサの作動と非作動の間の時間であってもよい。
【００１１】
　カードは、１又はそれ以上の光センサ、タッチ送信機、容量式タッチセンサ、及び／又
は光エミッタを含むことができる。従って、このようなカードの２つの例は、光を介して
、及び容量式タッチを介して、双方向に通信を行うことができる。
【００１２】
　（携帯電話機などの）装置上には、ウェブページ又はその他のグラフィックユーザイン
ターフェイスを表示することができ、これらは、光情報を通信すること及びタッチ情報を
受け取ることの両方を通じてカードと相互作用し、この情報をリモートサーバに通信する
ことができる。このようなリモートサーバは、例えば購入又はその他の取引を完了させる
ために利用される認証サーバであってもよい。このようにして、ユーザは、例えばユーザ
の支払い情報をウェブサイトにロードする必要がなくなる。代わりに、例えばユーザは、
様々な購入するアイテムを収集し、タッチ通信カードでの支払いを選択することができる
。この時点で、ユーザは、（携帯電話機又はポータブルコンピュータなどの）装置のディ
スプレイに対してカードを保持し、支払い許可を求めてウェブサーバを介してリモートサ
ーバに支払い情報をセキュアに通信することができる。
【００１３】
　カード上のタッチ送信機は、例えば本質的に機械的なものであっても、又は電子的なも
のであってもよい。例えば、機械的スイッチは、特定の静電容量を有する導電材料を、異
なる特定の静電容量を有する別の導電材料に物理的に接続することができる。そうするこ
とで、例えば、機械的スイッチは、容量式タッチスクリーンに情報を通信するために、導
電領域が指の静電容量に近い静電容量を有しているかどうかを判定することができる。別
の例によれば、（特定の静電容量を有する特定の静電界などの）特定の静電容量を電気的
に提供する回路をプレート上に提供することができる。そうすることで、マイクロプロセ
ッサは、（携帯電話機などの）装置の容量式タッチスクリーン上の１又はそれ以上の容量
式タッチセンサを電子的にトリガすることができる。
【００１４】
　カードは、ユーザが容量式タッチセンサを指で物理的に触れたことを他の装置が確信す
るように、別の装置上の容量式タッチセンサを作動させることができるタッチ送信機を含
むことができる。従って、タッチ送信機は、携帯電話機、タブレットコンピュータ装置上
に見られる容量式タッチスクリーン、或いはラップトップコンピュータ又は固定コンピュ
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ータの容量式タッチスクリーンなどの容量式タッチスクリーンを作動させることができる
。従って、タッチ送信機は、容量式タッチスクリーン上のタッチセンサを特定の方法で作
動及び非作動にすることにより、（携帯電話機などの）装置に情報を通信することができ
る。例えば、タッチ送信機は、容量式タッチスクリーンセンサを時間に関連して作動及び
非作動にすることにより、連続的に情報を通信することができる。従って、タッチ送信機
は、Ｆ２Ｆ符号化を使用して容量式タッチセンサを介して情報を通信することができ、こ
の場合、作動時に、又は例えば作動時と非作動時に状態遷移が生じる。このようにして、
カードは、いずれの物理的接続又は専用通信プロトコルの使用も必要とせずに、容量式タ
ッチスクリーンを備えた携帯電話機、又は容量式タッチスクリーンを備えたいずれかの装
置に直接情報を通信することができる。
【００１５】
　カード又はその他の装置は、１又はそれ以上の光センサを有することができる。このよ
うな光センサは、例えば１又はそれ以上のフォトレジスタ、フォトダイオード、フォトト
ランジスタ、光を感知する発光ダイオード、或いは光を識別し、又は光を電気エネルギー
に変換するその他のあらゆる装置を含むことができる。このような光センサは、光を介し
て情報を受け取ることができる。例えば、１又はそれ以上の光センサが光パルスを受け取
り、１又はそれ以上の光センサを含む装置のメモリに記憶された１又はそれ以上の情報符
号化スキームに基づいて、このような光パルスを情報に識別することができる。
【００１６】
　複数の光センサを提供することができる。１又はそれ以上の光センサは、例えばある期
間にわたって異なるパルス又は光のパターンを生成するディスプレイ上の１つの領域から
情報を受け取ることができる。各光センサは、例えばディスプレイ上の異なる光領域から
情報を受け取ることができる。光領域は、例えば（赤、青、緑などの）異なる色の光を送
信することによって光を通信することができ、或いは（黒及び白などの）２色の光間で交
互に変化することによって情報を通信することができる。例えば、時間に基づく光の色の
遷移に基づいて情報を通信することができる。例えば、１つの色から別の色への遷移を（
バッテリ式支払いカードなどの）装置による遷移として判断することができる。遷移は、
（黒などの）特定の色から（白などの）別の色への変化であってもよい。或いは、遷移は
、（黒又は白などの）いずれかの色から（それぞれ白又は黒などの）異なる色への変化で
あってもよい。このような遷移間の時間期間を利用して、特定のビットの情報を判断する
ことができる。例えば、遷移間の時間が「短い」場合を（「０」又は「１」などの）１つ
のビットとし、遷移間の時間が「長い」場合を（「１」又は「０」などの）異なるビット
とすることができる。そうすることで、例えば、異なるフレームレートのディスプレイに
わたって同じ符号化スキームを使用して同じ情報を通信することができる。データメッセ
ージの前及び／又は後に一連のトレーニングパルスを送信して、１又はそれ以上の光パル
スから情報を受け取るプロセッサが、「短い」期間と「長い」期間の違いを識別できるよ
うにすることができる。例えば、（３つ、４つ又は５つの「０」又は「１」などの）いく
つかのビットをいずれかのデータメッセージに先行させて、これらを、プロセッサがメッ
セージの前に受け取る情報であると知らしめることができる。このような既知のビットを
例えば「短い」期間として、プロセッサが、「短い」期間のおおよその期間時間を判断し
、これを利用して将来の遷移間の「短い」期間又は「長い」期間を判断できるようにする
ことができる。或いは、例えば、プロセッサは、データメッセージにわたる遷移情報及び
タイミング情報を識別し、受け取ったデータに基づいて、他の期間に対して「長い」遷移
期間を判断することができる。そうすることで、プロセッサは、受け取った遷移情報から
データを識別することができる。「長い」遷移期間を例えば「短い」遷移期間の約２倍の
長さとすることができる。「長い」遷移期間を、例えば「短い」遷移期間よりも少なくと
も２５パーセント長い時間とすることもできる。２つよりも多くの長さの遷移間隔を利用
することもできる。例えば、「短い」「中程度の」「長い」及び「非常に長い」遷移間隔
を利用して、情報の４つの状態を装置に伝えることができる。
【００１７】
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　ディスプレイの複数の領域を利用して、光を介して（例えば、携帯電話機、ポータブル
コンピュータ装置、又はその他の装置を介して）装置に情報を通信することができる。各
領域は、異なるトラックの情報を通信することができる。特定の時点における各光領域の
状態に基づいてトラックの情報を通信することもできる。例えば、１つの領域が、特定の
時間中に特定の色であり、別の領域が、同じ時間中に異なる色である場合、特定の時間中
におけるこれらの状態の特定の組み合わせがデータ情報に相関することができる。
【００１８】
　複数の光センサにより、（装置に光情報を提供するディスプレイの複数の領域を介して
）複数の独立した通信トラックを介して同時にデータが通信されるようにすることができ
る。例えば、４つの光センサは、４つのデータメッセージを同時に独立して受け取ること
ができる。或いは、例えば、複数の光センサを利用して単一のメッセージを受け取ること
もできる。従って、複数の光センサを利用して、単一の光センサよりも速く単一のメッセ
ージを受け取ることができる。例えば、２よりも多くの（例えば、２値よりも多くの）状
態で情報を通信することができる。例えば、第１の光センサが白を受け取って第２の光セ
ンサが黒を受け取った場合、「０」とすることができる。第１の光センサが白を受け取っ
て第２の光センサも白を受け取った場合、「１」とすることができる。第１の光センサが
黒を受け取って第２の光センサが白を受け取った場合、「２」とすることができる。第１
の光センサが黒を受け取って第２の光センサも黒を受け取った場合、「３」とすることが
できる。
【００１９】
　複数の光センサをセンサアレイ内で利用して、単一の光領域からの同じデータを判断す
ることができる。各センサから複数のサンプルを採取することができる。これらの各セン
サからの複数のサンプルをともに平均化することができる。このサンプルアレイの各セン
サからの平均化したサンプルを利用して情報を判断することができる。例えば、プロセッ
サが、遷移が生じたと判断できるように、アレイ内のセンサの大部分又は圧倒的多数は、
遷移が生じた時に、遷移を示す平均的サンプルをある時間にわたって提供する必要があり
得る。光センサのサンプリングレートは、例えば毎秒１０サンプルよりも多くすることが
できる。例えば、プロセッサは、光センサから毎秒２０回よりも多くの（例えば、毎秒５
０回よりも多くの）サンプルを採取することができる。
【００２０】
　単一の光センサは、様々な方法で連続的に情報を受け取ることができる。例えば、（白
対黒などの）特定のパルス幅の異なる色を提供することによって光を通信することができ
る。標準的な黒の幅を同期に利用することができる。白のパルスが黒と同じ幅の場合、「
０」とすることができる。白のパルスが黒のパルスの２倍の幅の場合、「１」とすること
ができる。白のパルスが黒のパルスの３倍の幅の場合、「２」とすることができる。従っ
て、例えば、このようなスキームにより、フレームレートに関わらず、ディスプレイによ
って情報が通信されるようにすることができる。１つの期間時間の１つの種類の光を別の
期間時間の別の種類の光と比較することにより、フレームレートに関わらず情報を通信す
ることができる。
【００２１】
　単一の光センサは、例えば周波数２倍周波数符号化を通じて情報を連続的に受け取るこ
とができる。特に、例えばプロセッサは、光センサから、光センサにより感知された光を
示す電気信号を受け取ることができる。白と黒を切り替えることにより、光センサを介し
てプロセッサに情報をパルス出力することができる。白から黒及び黒から白への遷移のタ
イミングを利用して情報を通信することができる。メッセージの前にいくつかの同期パル
スを通信して、プロセッサが（「０」又は「１」などの）特定のビットの周期を追跡でき
るようにすることができる。遷移間の期間時間が短い場合には、（「０」などの）第１の
データビットとすることができ、遷移間の期間時間が長い場合には、（「１」などの）第
２のデータビットとすることができる。このようなスキームは、ディスプレイのフレーム
レートとは無関係とすることができる。従って、例えば、装置ごとにフレームレートが異
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なるかどうかに関わらず、テレビのディスプレイ、コンピュータのモニタ、及び携帯電話
機を介して情報を通信することができる。
【００２２】
　カードは、容量式タッチスクリーンを有する装置から情報を受け取って、容量式タッチ
スクリーンを利用する装置と双方向通信を行えるようにすることができる。例えば、カー
ドは、容量式タッチディスプレイから発せられる光パルスを介して情報を受け取ることが
できる。より詳細には、例えば（携帯電話又はタブレットコンピュータ装置などの）装置
に、光を介してカードにメッセージを送り、タッチを介してカードからメッセージを受け
取るソフトウェアプログラムをインストールすることができる。双方向通信は、並行して
生じることがある（例えば、カードからタッチパルスを受け取ると同時にカードに光パル
スを送信することができる）。双方向通信は、連続して生じることもある（例えば、カー
ドがタッチを介して通信を行い、このカードの通信後にカードが光を介して装置から通信
を受け取り、この装置の通信後にカードがタッチを介して通信することができる）。
【００２３】
　双方向通信により、例えばこれらの２つの装置間でハンドシェイクを行って、各装置を
識別するとともに光パルス及びタッチパルスを介してセキュアな通信チャネルを設定でき
るようにすることができる。このようなセキュアな通信チャネルは、１又はそれ以上の（
例えば３つの）情報トラックを有することができる。また、例えば、光及び／又はタッチ
を介してメッセージの受け取りを示す情報を通信することもできる。メッセージの前後に
、同期信号を通信することもできる。例えば、カード又はその他の装置が、信号内で送信
される情報のタイミングを追跡できるように、全てのメッセージの前に特定の複数のビッ
トのストリング（複数の「０」など）を出現させることができる。例えば、「短い」タッ
チパルスを通じて０を送信することができ、「長い」タッチパルスを通じて１を送信する
ことができる。信号を同期する際には、受信装置が、「短い」タッチパルスと「長い」タ
ッチパルスの期間時間をトレーニングすることができる。「短い」タッチパルスは、容量
センサを作動させる間の時間、又はタッチセンサの作動と非作動の間の時間であってもよ
い。
【００２４】
　カード又は（携帯電話機などの）その他の装置は、１又はそれ以上の光センサ、タッチ
送信機、容量式タッチセンサ、及び光エミッタを含むことができる。従って、このような
カードの２つの例は、光及び容量式タッチを介して双方向に通信することができる。
【００２５】
　全体を通じて同じ参照番号が同じ構造要素を示す以下の図面とともに以下の詳細な説明
を検討すれば、本発明の原理及び利点をより明確に理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の原理によって構成されたカードを示す図である。
【図２】本発明の原理によって構成されたグラフィックユーザインターフェイスを示す図
である。
【図３】本発明の原理によって構成されたカードを示す図である。
【図４】本発明の原理によって構成されたシステムの概略図である。
【図５】本発明の原理によって構成されたカードの概略図である。
【図６】本発明の原理によって構成されたグラフィックユーザインターフェイスを示す図
である。
【図７】本発明の原理によって構成されたシステムを示す図である。
【図８】本発明の原理によって構成されたシステムを示す図である。
【図９】本発明の原理によって構成された装置を示す図である。
【図１０】本発明の原理によって構成された装置を示す図である。
【図１１】本発明の原理によって構成された装置を示す図である。
【図１２】本発明の原理によって構成されたフローチャートを示す図である。
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【図１３】本発明の原理によって構成されたフローチャートを示す図である。
【図１４】本発明の原理によって構成されたカードを示す図である。
【図１５】本発明の原理によって構成されたカードを示す図である。
【図１６】本発明の原理によって構成されたネットワークトポロジを示す図である。
【図１７】本発明の原理によって構成された装置を示す図である。
【図１８】本発明の原理によって構成されたカードを示す図である。
【図１９】本発明の原理によって構成されたグラフィックユーザインターフェイスを示す
図である。
【図２０】本発明の原理によって構成されたカードを示す図である。
【図２１】本発明の原理によって構成されたシステムの概略図である。
【図２２】本発明の原理によって構成されたシステムの概略図である。
【図２３】本発明の原理によって構成された信号を示す図である。
【図２４】本発明の原理によって構成された信号を示す図である。
【図２５】本発明の原理によって構成されたスキームを示す図である。
【図２６】本発明の原理によって構成されたシステムを示す図である。
【図２７】本発明の原理によって構成されたシステムを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１に、例えば、ディスプレイ１１２を介して全体的に又は部分的に表示できる動的数
字を含むことができるカード１００を示す。動的数字は、例えば不変部分１１１などの不
変部分を含むことができる。不変部分１１１は、カード１００に印刷してもよく、エンボ
ス加工又はレーザエッチングしてもよい。カードには、複数のディスプレイを設けること
ができる。例えば、ディスプレイ１１３を利用して、動的セキュリティコードなどの動的
コードを表示することができる。また、ディスプレイ１２５を設けて、ロゴ、バーコード
、及び複数行の情報を表示することができる。ディスプレイは、双安定ディスプレイであ
っても、又は非双安定ディスプレイであってもよい。（ユーザの氏名又はユーザ名などの
）ユーザ固有の情報、又は（カード発行日及び／又はカードの有効期限などの）カード固
有の情報などの情報を含むことができる不変情報１１９を含めることもできる。カード１
００は、ボタン１３０～１３４などの１又はそれ以上のボタンを含むことができる。この
ようなボタンは、機械的ボタンであっても、容量ボタンであっても、又は機械的ボタンと
容量ボタンの組み合わせであってもよい。（ボタン１３０などの）ボタンを使用して、例
えば、ユーザが通信したいと望む単一トラックの磁気ストライプ情報を示す情報を、動的
磁気ストライプ通信装置を通じて通信することができる。当業者であれば、関連する読み
取りヘッド検出器が磁気ストライプリーダの読み取りヘッドの存在を検出した場合、（ボ
タン１３０などの）ボタンを押すことにより、動的磁気ストライプ通信装置を通じて情報
を通信できるようになると理解するであろう。ボタン１３０を利用して、（例えば、ボタ
ン１３０が押された後、及び読み取りヘッドがリーダの読み取りヘッドを検出した後に）
ユーザ選択を示す情報を通信する（例えば、２トラックの磁気ストライプデータを通信す
る）ことができる。カードに複数のボタンを提供し、各ボタンを異なるユーザ選択に関連
付けることができる。カード１００は、例えばタッチ送信機１２６及び光センサ１２７を
含むことができる。
【００２８】
　アーキテクチャ１５０は、あらゆるカードとともに利用することができる。アーキテク
チャ１５０は、プロセッサ１２０を含むことができる。プロセッサ１２０は、（ドライブ
コードなどの）情報を記憶するためのオンボードメモリを有することができる。あらゆる
数の構成要素が、プロセッサ１２０に通信を行い、及び／又はプロセッサ１２０から通信
を受け取ることができる。例えば、プロセッサ１２０に、（ディスプレイ１４０などの）
１又はそれ以上のディスプレイを結合することができる。当業者であれば、特定の構成要
素とプロセッサ１２０の間に構成要素を配置できると理解するであろう。例えば、ディス
プレイ１４０とプロセッサ１２０の間にディスプレイ駆動回路を結合することができる。
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プロセッサ１２０には、メモリ１４４を結合することができる。メモリ１４４は、特定の
カードに固有のデータを含むことができる。例えば、メモリ１４４は、（図１のカード１
００などの）カードのボタンに関連する任意のデータコードを記憶することができる。こ
のようなコードをリモートサーバが認識して、特定の動作をもたらすことができる。例え
ば、（カード発行者のウェブサイトに結合されたリモートサーバなどの）リモートサーバ
によってプロモーションが行われるようにするコードをメモリ１４４に記憶することがで
きる。メモリ１４４は、プロモーションの種類を記憶することができ、これをユーザが装
置にダウンロードし、使用するために装置上で選択することができる。各プロモーション
をボタンに関連付けることもできる。或いは、例えば、ユーザが、カードの表側のディス
プレイ上で（例えば、リストをスクロールするボタンを使用して）プロモーションのリス
トをスクロールすることもできる。ユーザは、手動入力インターフェイスを介して、ディ
スプレイ１２５上の表示された選択肢に対応する支払いタイプをカード１００上で選択す
ることができる。選択された情報は、動的磁気ストライプ通信装置を介して磁気ストライ
プリーダへ通信することができる。また、選択された情報を、容量センサ又は他の種類の
タッチ感知式センサを有する（携帯電話機などの）装置に通信することもできる。
【００２９】
　カード１００は、例えばあらゆる数のタッチ送信機１２６又は光センサ１２７を含むこ
とができる。タッチ送信機１２６を利用して、例えば、容量式又はその他のタッチスクリ
ーン上のタッチセンサを作動及び非作動にすることができる。そうすることで、タッチス
クリーンを有する装置は、カードが実際に装置に物理的命令を与えている時に、ユーザが
物理的命令を物理的に装置に与えていると確信することができる。光センサ１２７を利用
して、ディスプレイ画面又はその他の発光装置が、光を介して光センサ１２７に情報を通
信できるようにすることができる。
【００３０】
　アーキテクチャ１５０には、あらゆる数のリーダ通信装置を含めることができる。例え
ば、ＩＣチップリーダに情報を通信するためのＩＣチップ１５２を含めることができる。
ＩＣチップ１５２は、例えばＥＭＶチップであってもよい。別の例によれば、ＲＦＩＤリ
ーダに情報を通信するためのＲＦＩＤ１５１を含めることができる。また、磁気ストライ
プリーダに情報を通信するための磁気ストライプ通信装置を含めることもできる。このよ
うな磁気ストライプ通信装置は、磁気ストライプリーダに電磁信号を供給することができ
る。磁気ストライプリーダに異なる電磁信号を通信して、異なるトラックのデータを提供
することができる。例えば、電磁場発生器１７０、１８０及び１８５を含めて、磁気スト
ライプリーダに別個のトラックの情報を通信することができる。このような電磁場発生器
は、（軟磁性材料及び非磁性材料などの）１又はそれ以上の材料を巻き付けたコイルを含
むことができる。各電磁場発生器は、特定の磁気ストライプトラック用の磁気ストライプ
リーダの受信機に情報を連続的に通信することができる。読み取りヘッド検出器１７１及
び１７２を利用して、（磁気ストライプリーダの読み取りヘッドハウジングなどの）磁気
ストライプリーダの存在を感知することができる。この感知した情報をプロセッサ１２０
に通信して、プロセッサ１２０が、電磁場発生器１７０、１８０及び１８５から磁気スト
ライプリーダの読み取りヘッドハウジング内の磁気ストライプトラック受信機に情報を連
続的に通信するようにすることができる。従って、磁気ストライプ通信装置は、磁気スト
ライプリーダに通信される情報をいつでも変更することができる。プロセッサ１２０は、
例えば、ＲＦＩＤ１５１、ＩＣチップ１５２、及び電磁場発生器１７０、１８０及び１８
５を通じて、（購入許可サーバなどの）リモート情報処理サーバに結合されたカードリー
ダにユーザ固有の情報及びカード固有の情報を通信することができる。プロセッサ１２０
は、駆動回路１４１を利用して、例えば電磁場発生器１７０、１８０及び１８５を制御す
ることができる。
【００３１】
　アーキテクチャ１５０は、例えばタッチ送信機１４２及び光センサ１４３を含むことも
できる。アーキテクチャ１５０は、タッチ送信機１４２から情報を通信し、光センサ１４
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３から情報を受け取ることができる。プロセッサ１２０は、タッチ送信機１４２を通じて
情報を通信し、受け取った情報を光センサ１４３が判断することができる。プロセッサ１
２０は、例えば、後でタッチ送信機１４２を介して通信する情報をメモリ１４４に記憶す
ることができる。
【００３２】
　図２に、例えば、固定コンピュータ又はポータブルコンピュータ、携帯電話機、タブレ
ットコンピュータ、ナビゲーションシステム、腕時計、カード、又はディスプレイ画面を
有するあらゆる装置から表示できるグラフィックユーザインターフェイス（ＧＵＩ）２０
０を示す。グラフィックユーザインターフェイス２００は、例えばサーバからホストする
ことができ、多くの追加サーバと通信することができる。例えば、購入取引を完了させる
ために、このグラフィックユーザインターフェイス２００をウェブブラウザ、又は装置か
ら実行される他のアプリケーション上に提供することができる。ＧＵＩ２００は、例えば
、ユーザがカード番号、カードタイプ、有効期限、セキュリティコード、氏名、住所及び
郵便番号を入力するための入力テキストボックスを含むことができる。例えば、許可を求
めてこれらの情報をリモートサーバに通信するための提出ボタン（図示せず）を含めるこ
とができる。例えば、追加の任意の支払いデータ又は発送先用のテキストボックスなどの
追加のテキストボックスを含めることもできる。
【００３３】
　ＧＵＩ２００は、状態エリア２７０によって囲まれた通信エリア２８０を有することも
できる。通信エリア２８０を利用して、例えば、光出力及び触覚入力を介してカード又は
その他の装置へ／からデータを通信することができる。状態エリア２７０を利用して、ユ
ーザに通信状態を通信することができる。
【００３４】
　従って、例えば、ＧＵＩ２００は、ＧＵＩ２００を提供するディスプレイ上に存在する
タッチセンサを介してカードから支払い情報を受け取ることができる。ＧＵＩ２００は、
（光パルスなどの）光を介してカードに情報を通信することができる。従って、例えば、
カードとＧＵＩ２００の間でセキュアな通信を行うことができる。テキストボックス内に
は、情報を表示することができる（例えば、テキストボックスを完全に又は部分的にオー
トフィルすることができる）。或いは、例えば情報を表示しなくてもよい。状態エリア２
７０は、例えば、処理が進行中である旨をユーザに示すための（黄色などの）特定の色の
光を提供することができる。処理の開始前には、（赤などの）異なる色の光を表示するこ
とができる。さらに、処理の完了後には、（緑などの）異なる色の光を表示することがで
きる。
【００３５】
　情報は、暗号化形式でＧＵＩ２００に通信することができる。その後、ＧＵＩ２００は
、例えば情報を復号し、又は暗号化されたメッセージを処理のためにリモートサーバに転
送することができる。そうすることで、例えば、ＧＵＩ２００を保護されてない機密情報
に接触させなくて済むようになる。カードからＧＵＩに通信される情報は、例えば、カー
ド番号、カードタイプ、有効期限、セキュリティコード、郵便番号、住所、電子メールア
ドレス、発送先、追加の任意のデータ、ユーザが選択した支払いコードを示す任意のデー
タ、又はその他のあらゆる種類の情報を含むことができる。カードは、例えば暗号化鍵、
並びに装置のハンドシェイク及びセキュアな通信プロトコルのためのその他のデータを通
信することもできる。カードは、例えばタッチ送信機を介して、カードが生成した電子メ
ールアドレス及びパスワードを通信することもできる。そうすることで、例えば電子メー
ルアドレス及びパスワードに基づいて支払いを許可することができる。ユーザは、カード
又はその他の装置に金額を入力し、タッチベースの通信を介してカードからＧＵＩ２００
に通信を行うこともできる。
【００３６】
　カード上には、１又はそれ以上の光センサ又はタッチ送信機を位置付けることができる
。例えば、カードの反対端にタッチ送信機を位置付けることができる。ユーザは、（ダウ
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ンロードボタンなどの）ボタンにタッチして、このタッチ送信機を介してデータの通信を
開始することができる。ＧＵＩは、例えば１又はそれ以上のタッチ送信機が通信エリア２
８０内に位置しているかどうかを判定することができる。カードの位置が合っていなけれ
ば、通信エリア２８０内にカードが正しく位置合わせされるまで（状態エリア２７０が、
特定のテキスト又は色を点滅又は表示させることなどの特定の動作を行うことなどにより
）ユーザに通知を行うことができる。通信エリア２８０は、カードが再び位置合わせされ
てユーザに（「ダウンロード」ボタンなどの）特定のボタンを押すことを要求しないよう
になった旨の情報を、カード又はその他の装置に光を通じて通信し返すことができる。そ
うすることで、ＧＵＩ２００は、通信エリア２８０に接して保持されたカード又はその他
の装置に、光を介して通信状態を通信し返すことができる。
【００３７】
　図３に、縦型構成で提供できるカード３００を示す。カード３００は、例えば、発行者
ロゴ３１０、ネットワークロゴ３７０、ディスプレイ３５０、手動入力インターフェイス
３４１～３４３、タッチ送信機３２０、光センサ３３０、不変印３５１、３６２及び３６
３を含むことができる。当業者であれば、ディスプレイ３５０を介してあらゆる不変印を
提供できると理解するであろう。例えば、ディスプレイ３５０を介して、１又はそれ以上
の支払いカード番号、ユーザの氏名、有効期限及びセキュリティコードを提供することが
できる。当業者であれば、タッチ送信機３２０及び／又は光センサ３３０をカードの隅近
くに配置できると理解するであろう。タッチ送信機３２０をカードの隅近くに配置するこ
とにより、容量式タッチスクリーンの一部上にカードの隅を置き、容量式タッチスクリー
ン上にカード全体を置く必要なくデータを通信できるようになる。ディスプレイ３５０を
利用して、例えば１５桁又は１６桁のクレジットカード番号又はデビットカード番号など
の支払いカード番号を表示することもできる。手動入力インターフェイス３４１は、例え
ばユーザが選択肢リストの（左方向又は上方向などの）特定の方向にスクロールを行える
ようにすることができる。手動入力インターフェイス３４３は、例えばユーザが選択肢リ
ストの（右方向又は下方向などの）異なる方向にスクロールを行えるようにすることがで
きる。手動入力インターフェイス３４２は、例えばユーザが選択肢リストから選択肢を選
択できるようにすることができる。
【００３８】
　図４に、携帯電話機４９０及び（支払いカードなどの）装置４１０を含むことができる
システム４００を示す。装置４１０は、例えば、通信を示す状態を表示できるディスプレ
イ４２０を含むことができる。装置４１０のディスプレイ４２０とは逆側の面に、タッチ
送信機及び／又は光センサを提供することができる。このようにして、例えば装置４１０
が、携帯電話機４９０に接して保持された時には携帯電話機４９０と通信できるが、ディ
スプレイ４２０を介して通信状態を示す情報を通信できるようにもすることができる。
【００３９】
　装置４９０は、ハウジング４９１、ボタン４９５、及び容量式タッチディスプレイ画面
４９９を含むことができる。装置４１０は、タッチ送信機を利用して、例えば携帯電話機
４９０に情報を通信することができる。当業者であれば、携帯電話機４９０上でモバイル
バンキングアプリケーションを利用できると理解するであろう。不正を低減するために、
装置４１０を利用して個人を正しくセキュアに識別することができる。従って、装置４１
０は、識別情報、及び時間に基づくコード又は使用に基づくコードなどのセキュリティコ
ードを、ディスプレイ４９９を介して装置４９０に通信することができる。従って、例え
ばバンキングアプリケーションは、バンキング情報にアクセスし、（株取引又はオプショ
ン取引などの）金銭的取引を実行し、送金を行い、又は電子小切手を通じて支払いを行う
ために、このような識別情報を要求することができる。
【００４０】
　図５に、例えば、タッチ送信機５４１、光センサ５４２、発光ダイオード５６１及び５
６２、ボタン５７１及び５７２、不変情報５２０及び５３０、並びに光センサ５４３及び
タッチ送信機５４４を含むことができる装置５００を示す。



(16) JP 2013-533532 A 2013.8.22

10

20

30

40

50

【００４１】
　当業者であれば、複数のタッチ送信機によってタッチスクリーンにデータを同時に並行
して通信できると理解するであろう。同様に、例えば複数の光センサは、ディスプレイ画
面からデータを同時に並行して受け取ることができる。これらの情報は、例えば異なるも
のであっても、又は同じものであってもよい。異なるタッチ送信機を通じて同じ情報を通
信することにより、装置は２つのメッセージを受け取り、この２つのメッセージが同じも
のであれば通信の受け取り確認することができる。例えば装置上のソフトウェアがタッチ
送信機を利用して、関連するタッチスクリーン上の装置５００の位置を判断することがで
きる。同様に、光センサを利用して、例えば関連するタッチスクリーン上の装置５００の
位置を示す情報を受け取ることができる。カードの（タッチ送信機などの）電子部品を単
一層又は多層のフレキシブルプリント基板上に提供して、ホットラミネーション又はコー
ルドラミネーション処理を通じてラミネート加工することができる。（光、温度、圧力及
び／又は化学処理などを介した）電子部品のパッケージ化及び硬化に関する１又は複数種
の液体を提供できる注入処理を利用してカードを形成することができる。カードは、例え
ば約１０００分の３０インチ～１０００分の３３インチの厚みとすることができる。
【００４２】
　図６に、ナビゲーションバー６１０及びメイン画面６２０を含むことができるＧＵＩ６
００を示す。ＧＵＩ６００は、例えばモバイルバンキングアプリケーションのためのウェ
ブブラウザであってもよい。ユーザは、例えばユーザ名、パスワードを入力し、銀行カー
ドが認証メッセージを通信できるようにディスプレイのエリア６６０上に銀行カードを保
持することによって認証を行うように求められることがある。そうすることで、状態エリ
ア６５０は、認証された身元を示す印を表示するように変化することができる。カードは
、認証処理の一部として、光又は（音などの）その他の方法を通じて情報を受け取ること
もできる。認証時には、ユーザにモバイルバンキングアプリケーションへのアクセス権を
与えることができ、或いは特定の取引を行うことができる（例えば、資金振替を開始し、
又は購入取引を許可することができる）。このような認証処理は、装置のアプリケーショ
ン又はウェブページ上で少なくとも部分的に行われる処理などのあらゆる処理のために行
うことができる。
【００４３】
　図７に、ハウジング７１０及びタッチディスプレイ画面７２０を含むことができる装置
７００を示す。ユーザは、タッチディスプレイ画面７２０上のどこにカードを保持しても
よく、装置７００上で実行されるソフトウェアプログラムが、タッチ送信機７４１及び７
４４を介して通信されるタッチパルスを通じて、タッチディスプレイ画面７２０上のカー
ド７４０の向き及び位置を検出することができる。光センサ７４２及び７４３を利用して
、装置７００が光を介してカード７４０に情報を通信し返すようにすることができる。装
置７００は、装置７００上のカード７４０の位置及び向きを判定することにより、光セン
サ７４２及び／又は７４３の近くに光を通信することができる。そうすることで、例えば
装置７００は光パルスを生成することができるが、カード７４０を通じてこの光パルスを
ユーザの視野から隠すことができる。装置７００上には、１又はそれ以上のボタン７１５
を提供することができる。例えば、ボタン７１５を利用して、装置７００のディスプレイ
をオフにし、及び／又は装置７００のディスプレイをオン及びオフに切り替えることがで
きる。
【００４４】
　図８に、ボタン８１５及びタッチセンサ式ディスプレイ８２０を有する装置８１０と、
タッチ送信機８４１及び８４４、並びに光センサ８４２及び８４３を有するカード８４０
とを有するシステム８００を示す。装置８１０上のソフトウェアは、カード８４０からの
タッチパルスを検出し、カード８４０の近くのカード８４０の周囲にカード８４０に似た
構成の状態エリア８３０を形成することにより、カード８４０の存在を確認することがで
きる。状態エリア８３０は、カードの周囲にフレームを形成することができ、従ってカー
ドよりも長くて広いものとすることができる。状態エリア８３０は、例えばカードが入る
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ことができるボックスであってもよく、従ってカードよりも長くて広いものとすることが
できる。状態エリア８３０内には、例えば、（「向きを確認しました」「取引を許可して
います」「取引が許可されました。カードを取り除いて下さい」などの）処理の状態を記
述するテキスト情報などの印を提供することができる。状態エリア８３０は、例えば処理
の状態が変化するにつれて色を変化させることができる。例えば、取引を許可している間
は状態エリア８３０を第１の色にし、取引が許可された後には第２の色にすることができ
る。
【００４５】
　図９に、圧電アクチュエータ９１１、導電層９１２及びドーム９１３を含むことができ
るタッチ送信機９００を示す。圧電アクチュエータ９１１は、単一層又は多層のフレキシ
ブルプリント回路基板とすることができる基板９１０に結合することができる。プロセッ
サは、導電層９１２を装置の表面に近付けて又は装置の表面から離して動かすために、圧
電アクチュエータ９１１の作動状態を制御することができる。そうすることで、タッチス
クリーンに入力を行うために、プロセッサがこのタッチスクリーンに物理的に接触しても
しなくてもよくなる。例えば、圧電アクチュエータ９１１を状態９２０に示すような位置
９２１に引っ込めることができる。当業者であれば、導体９１２が指の静電容量に近い静
電容量を有することができ、導体９１２がタッチセンサ式ディスプレイに物理的に接触で
きるようにドーム９１３を含めなくてもよいと理解するであろう。
【００４６】
　図１０に、例えば基板１０１０及び導電層１０２０を含むことができるタッチ送信機１
０００を示す。当業者であれば、基板１０１０を、各層の片面又は両面上にプリントを施
した単一層又は多層のプリント回路基板とすることができると理解するであろう。基板１
０１０は、（ケブラーなどの）追加材料で補強されたフレキシブル回路基板とすることが
できる。基板１０１０は、例えば単一層又は多層のフレキシブルプリント回路基板とする
ことができる。例えば、ワイヤボンディング、フリップオンフリップ、又は別のアセンブ
リ処理を使用して、基板１０１０に構成要素を固定することができる。導体１０２０は、
例えば、基板１０１０の表面上に設けられた銅の領域とすることができる。従って、基板
１０１０の表面上に導体１０２０をプリントして、例えば追加アセンブリの努力を不要に
し、タッチ送信機１０００のコストが減少するようにすることができる。プロセッサ（図
示せず）は、導体１０２０に追加の導電材料又はその他の構成要素を物理的に接続するた
めに、機械スイッチ（図示せず）に制御信号を提供することができる。そうすることで、
プロセッサは、容量式タッチスクリーンが導体１０２０に見込む静電容量の量を物理的に
変化させることができる。従って、プロセッサは、（Ｆ２Ｆ符号化などの）特定の符号化
ポリシに基づいて、導体１０２０に対して静電容量を機械的及び／又は電気的に結合及び
分離することにより、容量式タッチスクリーンに情報信号を送信することができる。
【００４７】
　タッチ送信機１０００は、例えば、基板１０１０上の導体１０２０の静電容量を電気的
に変化させることができる電気回路１０５０を含むことができる。電気回路１０５０は、
例えば、供給電圧１０５１、ダイオード１０５２、トランジスタ１０５３、（例えば導体
１０２０とすることができる）導体１０５７、抵抗器１０５４、抵抗器１０５８、ダイオ
ード１０５９、ダイオード１０５５、アース１０５６及び入力端子１０６０を含むことが
できる。端子１０６０には、プロセッサ（図示せず）を結合することができる。従って、
プロセッサは、タッチ送信機を、容量式タッチスクリーンに機械的に接触せずに電気的に
接触できるように電気的に制御することができる。
【００４８】
　例えば、電場と相互作用する導体の組を含むように製造できる容量式タッチスクリーン
を提供する。人間の指は、皮膚の層で覆われた多くの導電性電解質（損失性誘電体など）
を含むことができる。指の静電容量は、例えば約５０ｐＦ～２５０ｐＦの間で変化するこ
とができる。指の静電容量は、Ｃｆと呼ぶことができ、指が存在しない１又はそれ以上の
タッチセンサの組の静電容量は、Ｃｐ又は寄生容量と呼ぶことができる。
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【００４９】
　長方形、正方形、円形、楕円形、又はあらゆる形状のプレートを提供することができる
。例えば、プレート１０５７を提供することができる。このプレートは、例えば銅などの
導電材料から製造することができる。プレートの領域は、例えばタッチスクリーン上のタ
ッチセンサの領域、又はタッチスクリーン上の特定のタッチセンサの組よりも狭くなるよ
うに構成することができる。プレート１０５７には、最初に約ゼロ又は（５ｐＦ以下など
の）ゼロに近い初期静電容量を与えることができる。プレート１０５７には、トランジス
タ１０５３を結合することができる。トランジスタ１０５３は、例えばＮＰＮトランジス
タとすることができる。トランジスタ１０５３のコレクタからエミッタへの静電容量ＣＣ
Ｅは、約５ｐＦ以下とすることができる。最初は、トランジスタ１０５３をオフにするこ
とができる。例えばトランジスタ１０５３のエミッタにプレート１０５７を接続して、タ
ッチされるタッチセンサ又はタッチセンサのアレイの近くに位置付けることができる。ト
ランジスタ１０５３がオフの間、プレート１０５７の静電容量は十分に低くなり得るので
、プレート１０５７がタッチセンサを作動させることはない。当業者であれば、タッチ送
信機のプレートがタッチセンサに物理的に接触する必要はないと理解するであろう。代わ
りに、例えばタッチ送信機のプレートを（例えば、タッチセンサから特定の量だけ離して
）タッチセンサの近くに位置付けることができる。例えば、プレートは、タッチセンサか
ら約１０００分の５インチ～１０００分の３０インチ（約１０００分の１２インチ～１０
００分の１６インチなど）に存在することができる。例えば、トランジスタ１０５３がオ
フの間にカード又はその他の装置や回路の残りの静電容量をトランジスタ１０５３から絶
縁するために、トランジスタ抵抗器１０５８及びダイオード１０５９を提供することがで
きる。また、トランジスタ１０５３を（供給電圧及びアース端子などの）他のあらゆる寄
生容量から絶縁することもできる。同様に、トランジスタ１０５３及びプレート１０５７
の周囲の寄生容量を減少させるために、長さを最小にしたトレースを提供することもでき
る。
【００５０】
　プロセッサは、ダイオード１０５９及び抵抗器１０５８に電圧を印加してトランジスタ
１０５３をオンにすることができる。抵抗器１０５８は、例えば、約０.５ｋ～１.５ｋ（
例えば約１ｋ）の抵抗を含むことができる。
【００５１】
　ダイオード１０５５及び抵抗器１０５４を介してトランジスタ１０５３の基部をアース
１０５６に接地させることもできる。抵抗器１０５４は、例えば約７.５ｋ～１２.５ｋ（
例えば約１０ｋ）の抵抗を含むことができる。
【００５２】
　例えば、順方向バイアスをかけた信号ダイオードにより、コレクタ及びトランジスタ１
０５３の基部を絶縁することができる。例えば、供給電圧１０５１とトランジスタ１０５
３の間にダイオード１０５２を提供することができる。ダイオードを利用して静電容量を
遮断し、順方向又は逆方向のいずれかにバイアスをかけることができる。トランジスタ１
０５３から静電容量を絶縁する際には、プレート１０５７の静電容量をより正確に制御す
ることができる。
【００５３】
　当業者であれば、抵抗器１０５８の左側にダイオード１０５９を提供できると理解する
であろう。当業者であれば、非作動時にソース制御のインピーダンスが低い場合、抵抗器
１０５４及びダイオード１０５５を含まない回路１０５０を提供できることも理解するで
あろう。電気回路１０５０に構成要素を追加してもよく、電気回路１０５０から構成要素
を取り除いてもよく、又は電気回路１０５０内で構成要素を修正してもよい。例えば、ダ
イオード（又はその他の回路部品）を通じてトランジスタ１０５３のエミッタを接地させ
、トランジスタ１０５３がオンの時に、トランジスタ１０５３を通る電流経路が存在する
ようにすることができる。
【００５４】
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　図１１に、状態エリア１１２０、ロゴ１１３０、及び光通信エリア１１４０を有するＧ
ＵＩを含むタッチセンサ式ディスプレイ画面とすることができる装置１１００を示す。カ
ードに情報を通信するために、光通信エリア１１４０は、カードに光信号を提供すること
ができる。さらに、状態エリア１１２０内の領域を利用して、カードからタッチ信号を受
け取ることができる。当業者であれば、（エリア１１４０などの）同じエリアを利用して
光信号及びタッチ信号を両方とも通信することができ、或いは異なるエリアを利用して光
信号及びタッチ信号を通信することもできると理解するであろう。例えば、エリア１１４
０を利用して光信号を通信し、ロゴ１１３０の残りを利用してタッチ信号を通信すること
ができる。装置１１００上には、機械的ボタンとすることができるボタン１１１０を含め
ることができる。
【００５５】
　図１２に、処理フローチャート１２１０、１２２０及び１２３０を示す。処理１２１０
は、カード又はその他の装置が別のカード又はその他の装置に同期タッチ信号を送信でき
るステップ１２１１を含むことができる。この同期信号は、例えば、複数の「１」のスト
リング又は複数の「０」のストリングなどの、情報の特定のビットのストリングを含むこ
とができる。ステップ１２１２において、カードは、装置が同期信号を受け取って処理し
、これにより装置が情報信号を受け取るように同期された旨を示す光信号（又はタッチ信
号などの他の信号）を受け取ることができる。ステップ１２１３において、カードは、情
報タッチ信号を送信することができる。ステップ１２１４において、カードは、メッセー
ジの完了を示すタッチ信号を送信することができる。ステップ１２１５において、カード
は、メッセージ全体が受け取られたことを示す（光信号などの）信号を受け取ることがで
きる。装置は、メッセージが正しく受け取られない（例えば、データが破損した）場合、
光信号又はタッチ信号を介してメッセージの再送を要求することができる。その後、タッ
チ信号を受け取る装置は、例えば同様の方法でカードに情報を通信し返すことができる。
ステップ１２１２において、例えば、戻される光信号を光同期信号として、受け取るべき
予想される光パルスにカードが同期できるようにすることができる。
【００５６】
　処理１２２０は、例えば、（カードなどの）１つの装置から（タッチ信号、光信号、又
は音声信号などを介して）（携帯電話機などの）別の装置に情報メッセージを繰り返し送
信するステップ１２２１を含むことができる。ステップ１２２２において、ステップ１２
２１で提供されたメッセージが正常に受け取られた旨を示すメッセージを受け取ることが
できる。従って、ステップ１２２３において１２２１のメッセージの送信を停止すること
ができ、ステップ１２２５においてメッセージが受け取られたと確認されるまで、ステッ
プ１２２４において新たなメッセージを繰り返し送信することができる。
【００５７】
　処理１２３０を提供することもでき、この処理１２３０は、識別情報を通信するステッ
プ１２３１を含むことができる。ステップ１２３２は、識別情報を受け取った確認応答を
受け取るステップを含むことができる。ステップ１２３３は、他の装置から識別情報を受
け取るステップを含むことができる。ステップ１２３４及び１２３５を利用して、例えば
、通信において今後のデータをどのように符号化できるかに関する情報を交換することが
できる。
【００５８】
　図１３に、処理フローチャート１３１０、１３２０及び１３３０を示す。フローチャー
ト１３１０は、（携帯電話機又はポータブルコンピュータ上で実行されるような）ＧＵＩ
がカードなどの装置からタッチ信号を受け取るステップ１３１１を含む。ＧＵＩは、ステ
ップ１３１２においてセキュアな通信を確立することができ、ステップ１３１３において
支払い情報を受け取ることができる。ＧＵＩは、ステップ１３１４において（リモート許
可サーバにデータを送信することなどを通じて）支払い情報を処理し、ステップ１３１５
において完了した購入の印を表示することができる。
【００５９】
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　処理１３２０を提供することもでき、この処理１３２０は、ＧＵＩがタッチ信号を受け
取るステップ１３２１を含むことができる。ＧＵＩが１又はそれ以上の支払いカード番号
を受け取るステップ１３２２を含めることもできる。この通信は、例えばセキュアでない
通信であってもよい。ＧＵＩは、時間又は使用に基づくコードを受け取ることができ、ス
テップ１３２４において、このコードを使用してカード番号を処理することができる。当
業者であれば、例えば有効期限及び／又は郵便番号などの追加情報を利用して購入を処理
できると理解するであろう。完了した購入を表す印をＧＵＩが表示するステップ１３２５
を含めることもできる。
【００６０】
　処理１３３０を提供することもでき、この処理１３３０は、ＧＵＩがタッチ信号を受け
取るステップ１３２１を含むことができる。ＧＵＩは、ステップ１３３２において支払い
カード番号を受け取り、ステップ１３３３において時間又は使用に基づくコードを受け取
り、ステップ１３３４において支払いオプションを受け取ることができる。例えば、支払
いオプションは、ユーザのクレジットラインの代わりにポイントを使用して購入に対する
支払いを行うことであってもよい。別の例によれば、支払いオプションは、特定の回数の
分割払いで購入に対する支払いを行うことであってもよい。ステップ１３３５において、
データを処理し、ＧＵＩが完了した購入を示す印を表示することができる。当業者であれ
ば、完了した購入が電子領収書の表示を含み、（光などを介して）カードに情報が通信さ
れ、従ってカードは、更新済みのクレジット残高、ポイント残高、又はその他のあらゆる
情報更新を含むことができると理解するであろう。
【００６１】
　図１４に、カードの片面又は両面を実質的に覆って配置されたディスプレイを含むこと
ができるカード１４００を示す。光通信エリア１４６０を含むことができる印１４５０を
表示することができる。カード１４００は、容量性タッチボタン１４３０などの容量性タ
ッチボタンを含むことができる。容量性タッチボタン１４３０を制御して、例えば別のカ
ード又は装置上の容量式タッチセンサを作動させることもできる。同様に、例えば携帯電
話機のタッチスクリーンを提供して、例えば異なる携帯電話機（又はカード）の容量式タ
ッチスクリーンに電子的に接触するように動作させることもできる。
【００６２】
　図１５に、片面に署名欄１５３０、ディスプレイ１５２０及び１５４０、動的磁気スト
ライプ通信装置１５１０、タッチ送信機及び光センサ１５６０を含むことができるカード
１５００を示す。当業者であれば、タッチ送信機及び光センサに、カードの裏面から情報
の受け取り及び通信を行うように指示して、ユーザがディスプレイに対してカードを保持
し、カード上のボタンを押して送信を開始できるようにすることができると理解するであ
ろう。カードは、その表側に、タッチを介したディスプレイへの通信の開始時、進行中、
完了時を示すための（ＬＥＤなどの）光源を含むことができる。
【００６３】
　図１６には、タッチパルス情報交換サーバ１６１０、カード発行サーバ１６４０、光パ
ルス情報交換サーバ１６７０、通信ネットワーク１６５０、許可サーバ１６２０、ルーテ
ィングサーバ１６３０、ＰＯＳ端末１６６０、（バッテリ式カード、携帯電話機又はコン
ピュータ装置などの）移動体装置１６８０、及び（プロモーション発行又は報酬管理サー
バなどの）他のいずれかの装置１６９０を含むことができるトポロジ１６００を示す。
【００６４】
　図１７に、例えば、タッチセンサ式ディスプレイ１７１０、物理ボタン１７４０、及び
仮想カード１７２０上の仮想容量性タッチボタン１７５０を有する携帯電話機とすること
ができる装置１７００を示す。例えば、印１７７０の領域１７８０内で光通信を行うこと
ができる。また、１又はそれ以上の容量式タッチセンサを、例えば（タッチ送信機エリア
１７８０などの）タッチパルスを通信するように制御することもできる。
【００６５】
　図１８に、例えば、ディスプレイ１８１２を介して全体的に又は部分的に表示できる動



(21) JP 2013-533532 A 2013.8.22

10

20

30

40

50

的数字を含むことができるカード１８００を示す。動的数字は、例えば不変部分１８１１
などの不変部分を含むことができる。不変部分１８１１は、カード１８００に印刷しても
よく、エンボス加工又はレーザエッチングしてもよい。カードには、複数のディスプレイ
を提供することができる。例えば、ディスプレイ１８１３を利用して、動的セキュリティ
コードなどの動的コードを表示することができる。また、ディスプレイ１８２５を提供し
て、ロゴ、バーコード、及び複数行の情報を表示することができる。ディスプレイは、双
安定ディスプレイであっても、又は非双安定ディスプレイであってもよい。（ユーザの氏
名又はユーザ名などの）ユーザ固有の情報、又は（カード発行日及び／又はカードの有効
期限などの）カード固有の情報などの情報を含むことができる不変情報１８２０を含める
こともできる。カード１８００は、ボタン１８３０～１８３４などの１又はそれ以上のボ
タンを含むことができる。このようなボタンは、機械的ボタンであっても、容量ボタンで
あっても、又は機械的ボタンと容量ボタンの組み合わせであってもよい。（ボタン１８３
０などの）ボタンを使用して、例えば、ユーザが通信したいと望む単一トラックの磁気ス
トライプ情報を示す情報を、動的磁気ストライプ通信装置を通じて通信することができる
。当業者であれば、関連する読み取りヘッド検出器が磁気ストライプリーダの読み取りヘ
ッドの存在を検出した場合、（ボタン１８３０などの）ボタンを押すことにより、動的磁
気ストライプ通信装置を通じて情報を通信できるようになると理解するであろう。（ボタ
ン１８３１などの）別のボタンを利用して、（例えば、ボタン１８３１が押された後、及
び読み取りヘッドがリーダの読み取りヘッドを検出した後に）ユーザ選択を示す情報を通
信する（例えば、２トラックの磁気ストライプデータを通信する）ことができる。カード
に複数のボタンを提供し、各ボタンを異なるユーザ選択に関連付けることができる。
【００６６】
　アーキテクチャ１８５０は、あらゆるカードとともに利用することができる。アーキテ
クチャ１８５０は、プロセッサ１８２０を含むことができる。プロセッサ１８２０は、（
ドライブコードなどの）情報を記憶するためのオンボードメモリを有することができる。
あらゆる数の構成要素が、プロセッサ１８２０に通信を行い、及び／又はプロセッサ１８
２０から通信を受け取ることができる。例えば、プロセッサ１８２０に、（ディスプレイ
１８４０などの）１又はそれ以上のディスプレイを結合することができる。当業者であれ
ば、特定の構成要素とプロセッサ１８２０の間に構成要素を配置できると理解するであろ
う。例えば、ディスプレイ１８４０とプロセッサ１８２０の間にディスプレイ駆動回路を
結合することができる。プロセッサ１８２０には、メモリ１８４３を結合することができ
る。メモリ１８４３は、特定のカードに固有のデータを含むことができる。例えば、メモ
リ１８４３は、（図１８のカード１８００などの）カードのボタンに関連する任意のデー
タコードを記憶することができる。このようなコードをリモートサーバが認識して、特定
の動作をもたらすことができる。例えば、（カード発行者のウェブサイトに結合されたリ
モートサーバなどの）リモートサーバによってプロモーションが行われるようにするコー
ドをメモリ１８４３に記憶することができる。メモリ１８４３は、プロモーションの種類
を記憶することができ、これをユーザが装置にダウンロードし、使用するために装置上で
選択することができる。各プロモーションをボタンに関連付けることもできる。或いは、
例えば、ユーザが、カードの表側のディスプレイ上で（例えば、リストをスクロールする
ボタンを使用して）プロモーションのリストをスクロールすることもできる。ユーザは、
手動入力インターフェイスを介して、ディスプレイ１８２５上の表示された選択肢に対応
する支払いタイプをカード１８００上で選択することができる。選択した情報は、動的磁
気ストライプ通信装置を介して磁気ストライプリーダへ通信することができる。また、選
択した情報を、容量センサ又は他の種類のタッチ感知式センサを有する（携帯電話機など
の）装置に通信することもできる。
【００６７】
　カード１８００は、例えばあらゆる数のタッチトリガ１８２６又は光センサ１８２７を
含むことができる。タッチトリガ１８２６を利用して、例えば、容量式又はその他のタッ
チスクリーン上のタッチセンサを作動及び非作動にすることができる。そうすることで、
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タッチスクリーンを有する装置は、カードが実際に装置に物理的命令を与えている時に、
ユーザが物理的命令を物理的に装置に与えていると確信することができる。光センサ１８
２７を利用して、ディスプレイ画面又はその他の発光装置が、光を介して光センサ１８２
７に情報を通信できるようにすることができる。
【００６８】
　アーキテクチャ１８５０には、あらゆる数のリーダ通信装置を含めることができる。例
えば、ＩＣチップリーダに情報を通信するためのＩＣチップ１８５２を含めることができ
る。ＩＣチップ１８５２は、例えばＥＭＶチップであってもよい。別の例によれば、ＲＦ
ＩＤリーダに情報を通信するためのＲＦＩＤ１８５１を含めることができる。また、磁気
ストライプリーダに情報を通信するための磁気ストライプ通信装置を含めることもできる
。このような磁気ストライプ通信装置は、磁気ストライプリーダに電磁信号を供給するこ
とができる。磁気ストライプリーダに異なる電磁信号を通信して、異なるトラックのデー
タを提供することができる。例えば、電磁場発生器１８７０、１８８０及び１８８５を含
めて、磁気ストライプリーダに別個のトラックの情報を通信することができる。このよう
な電磁場発生器は、（軟磁性材料及び非磁性材料などの）１又はそれ以上の材料を巻き付
けたコイルを含むことができる。各電磁場発生器は、特定の磁気ストライプトラック用の
磁気ストライプリーダの受信機に情報を連続的に通信することができる。読み取りヘッド
検出器１８７１及び１８７２を利用して、（磁気ストライプリーダの読み取りヘッドハウ
ジングなどの）磁気ストライプリーダの存在を感知することができる。この感知した情報
をプロセッサ１８２０に通信して、プロセッサ１８２０が、電磁場発生器１８７０、１８
８０及び１８８５から磁気ストライプリーダの読み取りヘッドハウジング内の磁気ストラ
イプトラック受信機に情報を連続的に通信するようにすることができる。従って、磁気ス
トライプ通信装置は、磁気ストライプリーダに通信される情報をいつでも変更することが
できる。プロセッサ１８２０は、例えば、ＲＦＩＤ１８５１、ＩＣチップ１８５２、及び
電磁場発生器１８７０、１８８０及び１８８５を通じて、（購入許可サーバなどの）遠隔
情報処理サーバに結合されたカードリーダにユーザ固有の情報及びカード固有の情報を通
信することができる。プロセッサ１８２０は、駆動回路１８４１を利用して、例えば電磁
場発生器１８７０、１８８０及び１８８５を制御することができる。
【００６９】
　アーキテクチャ１８５０は、例えばタッチ送信機１８４２及び光センサ１８４３を含む
こともできる。アーキテクチャ１８５０は、タッチ送信機１８４２から情報を通信し、光
センサ１８４３から情報を受け取ることができる。プロセッサ１８２０は、タッチ送信機
１８４２を通じて情報を通信し、受け取った情報を光センサ１８４３が判定することがで
きる。プロセッサ１８２０は、例えば、タッチ送信機１８４２を介して後で通信する情報
をメモリに記憶することができる。
【００７０】
　図１９に、例えば、固定コンピュータ又はポータブルコンピュータ、携帯電話機、タブ
レットコンピュータ、ナビゲーションシステム、腕時計、カード、又はディスプレイ画面
を有するあらゆる装置から表示できるグラフィックユーザインターフェイス（ＧＵＩ）１
９００を示す。グラフィックユーザインターフェイス１９００は、サーバからホストする
ことができ、多くの追加サーバと通信することができる。例えば、購入取引を完了させる
ために、このグラフィックユーザインターフェイス１９００をウェブブラウザ、又は装置
から実行される他のアプリケーション上に提供することができる。購入の完了時にＧＵＩ
１９００を提供して、更新情報をカードに通信し返すことができる。このような情報は、
例えば、更新ポイント残高、クレジット残高、貸付残高、プリペイド残高、又はその他の
あらゆる更新情報を含むことができる。例えば、光通信エリア１９８０内で光を介して情
報を通信することができる。カードがディスプレイに接して保持されている間、状態表示
エリア１９７０を利用してユーザに情報を通信することができる。例えば、状態表示エリ
ア１９７０は、更新を開始しているか、通信中であるか、又は通信が完了したかに応じて
色を変化させ、或いは異なる形状の視覚印を提供することができる。
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【００７１】
　カード又はその他の装置上には、１又はそれ以上の光センサ又はタッチ送信機を位置付
けることができる。例えば、カードの反対端あたりに、別のタッチ送信機としてタッチ送
信機を位置付けることができる。例えば、カードの反対端あたりに、タッチ送信機として
光センサを位置付けることができる。ユーザは、（ダウンロードボタンなどの）ボタンを
作動させて、このタッチ送信機を介してデータの通信を開始することができる。ボタンは
、物理ボタンであっても、容量性タッチボタンであっても、又は他のいずれの種類のボタ
ンであってもよい。
【００７２】
　図２０に、縦型構成で提供できるカード２０００を示す。カード２０００は、例えば、
発行者ロゴ２０１０、ネットワークロゴ２０７０、ディスプレイ２０５０、手動入力イン
ターフェイス２０４１～２０４３、タッチ送信機２０２０、光センサ２０３０、不変印２
０５１、２０６２及び２０６３を含むことができる。当業者であれば、ディスプレイ２０
５０を介してあらゆる不変印を提供できると理解するであろう。例えば、ディスプレイ２
０５０を介して、１又はそれ以上の支払いカード番号、ユーザの氏名、有効期限及びセキ
ュリティコードを提供することができる。
【００７３】
　図２１に、携帯電話機２１９０及び（支払いカードなどの）装置２１１０を含むことが
できるシステム２１００を示す。装置２１１０は、例えば、通信を示す状態を表示できる
ディスプレイ２１２０を含むことができる。装置２１１０のディスプレイ２１２０とは逆
側の面に、タッチ送信機及び／又は光センサを提供することができる。このようにして、
例えば装置２１１０が、携帯電話機２１９０に接して保持された時には携帯電話機２１９
０と通信できるが、ディスプレイ２１２０を介して通信状態を示す情報を通信できるよう
にもすることができる。
【００７４】
　装置２１９０は、ハウジング２１９１、ボタン２１９５、及び容量式タッチディスプレ
イ画面２１９９を含むことができる。装置２１１０は、タッチ送信機を利用して、例えば
携帯電話機２１９０に情報を通信することができる。当業者であれば、携帯電話機２１９
０上でモバイルバンキングアプリケーションを利用できると理解するであろう。不正を低
減するために、装置２１１０を利用して個人を正しくセキュアに識別することができる。
従って、装置２１１０は、識別情報、及び時間に基づくコード又は使用に基づくコードな
どのセキュリティコードを、ディスプレイ２１９９を介して装置２１９０に通信すること
ができる。従って、例えばバンキングアプリケーションは、バンキング情報にアクセスし
、（株取引又はオプション取引などの）金銭的取引を実行し、送金を行い、又は電子小切
手を通じて支払いを行うためにこのような識別情報を要求することができる。
【００７５】
　当業者であれば、複数のタッチ送信機によってタッチスクリーンにデータを同時に並行
して通信できると理解するであろう。同様に、例えば複数の光センサは、ディスプレイ画
面からデータを同時に並行して受け取ることができる。これらの情報は、例えば異なるも
のであっても、又は同じものであってもよい。異なるタッチ送信機を通じて同じ情報を通
信することにより、装置は２つのメッセージを受け取り、この２つのメッセージが同じも
のであれば通信の受け取り確認することができる。例えば装置上のソフトウェアがタッチ
送信機を利用して、関連するタッチスクリーン上の装置の位置を判断することができる。
同様に、光センサを利用して、例えば関連するタッチスクリーン上の装置の位置を示す情
報を受け取ることができる。
【００７６】
　図２２に、光通信エリア２２１０及び２２２０を表示するディスプレイ画面を有する装
置を含むことができるシステム２２００を示す。エリア２２１０及び２２２０は、例えば
データを通信するために色を変化させることができる。カードは、光エリア２２１０及び
２２２０からデータを受け取るために、対応する光センサ又は光センサのアレイを含むこ
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とができる。例えば、光領域に示される色の組み合わせに基づいてデータを特定すること
ができる。例えば、特定の色の組み合わせを（特定のビットなどの）特定のデータに関連
付け、異なる色の組み合わせを（異なるビットなどの）異なるデータに関連付けることが
できる。色の組み合わせを遷移として利用することができる。このような遷移の組み合わ
せを利用して、例えばカード又はその他の装置にデータの分離を示すことができる。例え
ば、２つの領域を提供することができる。両方の領域が黒と判定された場合、これを遷移
に関連付けることができる。一方の領域が白であり、他方の領域が黒である場合、１つの
ビットの情報に関連すると判断することができる。一方の領域が黒であり、他方の領域が
白である場合、異なるビットの情報に関連すると判断することができる。両方の領域が白
であることを利用して、メッセージの開始及び／又は終了を伝えることができる。２色ス
キームを利用することができる。２色よりも多くの色を利用することもできる。さらに、
例えばカード又はその他の装置は、使用する色に関係なく情報を受け取ることができる。
例えば、色が異なることに基づいて情報を識別することができる。従って、両方の色が同
じであることを１つのビットの情報として利用し、両方の色が異なることを異なるビット
の情報として利用することができる。そうすることで、例えば、（複数色の表示、或いは
黒／白、又は緑／黄の表示など）利用するディスプレイの種類に関係なく同じ通信符号化
方法を利用することができる。クロックを利用して、タイミング情報を判断することがで
きる。このようなクロックは、プロセッサ内部のクロックであってもよい。或いは、この
ようなクロックは、プロセッサとは別個のクロックであってもよい。
【００７７】
　プロセッサは、例えば約１メガヘルツ～３０メガヘルツの範囲（例えば、約２メガヘル
ツ～５メガヘルツ）で動作するように構成することができる。カード又はその他の装置に
は、バッテリを利用して電力を供給することができる。（デビットカード、クレジットカ
ード、プリペイドカード、及び／又はギフトカードなどの）支払いカードに、３ボルト～
４．５ボルト（例えば、約３．２ボルト～４．２ボルト）に充電したバッテリを含めて顧
客に提供する（例えば、顧客に郵送する）ことができる。バッテリの充電後、カード内に
電子部品のパッケージをラミネート処理することができる。例えば、ホットラミネート又
はコールドラミネート処理を通じてカード内に電子部品のパッケージをラミネート処理す
ることができる。光反応、温度反応、圧力反応、時間ベースの反応、化学反応、又はその
他の反応を通じて硬化する１又はそれ以上の液体ラミネートを利用した射出成形加工を通
じて、カード内に電子部品のパッケージをラミネート処理することができる。
【００７８】
　光通信エリア２２４０を表示するディスプレイを有する装置を含むことができるシステ
ム２２３０を含めることができる。光通信エリア２２４０は、光パルスを介して情報を通
信することができる。このような光パルスにより、連続的にデータを通信することができ
る。当業者であれば、画面サイズに関わらず、装置上で単一の光エリアを、及びこの単一
のエリアのための単一の光センサ又は光センサのアレイを利用できると理解するであろう
。ユーザは、カードの光センサ又は光センサのアレイをエリア５４０に接触させて置き、
カードに光がパルス出力された時にエリア２２４０からデータを受け取ることができる。
例えば、周波数２倍周波数（Ｆ２Ｆ）符号化を通じて情報を通信することができる。例え
ば、プロセッサが遷移を判断し、これらの遷移間の時間をデータとして利用することがで
きる。例えば、「短い」間隔を（「０」などの）１つの種類のデータのビットとして識別
することができ、「長い」間隔を（「１」などの）異なる種類のデータのビットとして識
別することができる。１つの色から別の色への変化（例えば、黒から白及び白から黒）、
又は１つの特定の色から別の特定の色への変化（例えば、白から黒、ただし黒から白は除
く）として遷移を判断することができる。
【００７９】
　ディスプレイを有するあらゆる種類の装置を利用して、カード又はその他の装置から光
を介して情報を通信することができる。例えば、テレビ、携帯電話機、（固定コンピュー
タ、ポータブルラップトップコンピュータ、又はポータブルタブレットコンピュータなど
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の）パーソナルコンピュータ、現金自動支払い機、電子レジスタ装置、又はその他のあら
ゆる種類の電子装置が挙げられる。ウェブページ、ソフトウェアアプリケーション、（例
えば、コマーシャル又はテレビ番組中の）テレビストリーム、又はその他のあらゆるディ
スプレイ画面又はユーザインターフェイス内に提供される光領域を介して情報を通信する
ことができる。
【００８０】
　図２３に、信号２３１０及び信号２３２０を示す。例えば、ディスプレイ上の単一の光
エリアからカード又はその他の装置上の単一の光センサに信号２３１０及び２３２０を通
信することができる。信号２３１０は、（パルス２３１１及び２３１２のように）（白な
どの）特定の色のパルスの長さに（黒などの）異なる色の基準幅が伴うことを通じて情報
を通信することができる。或いは、信号２３１０は、長い期間時間と短い期間時間の２つ
の色で情報を通信することもできる。例えば、白の短い期間時間後に黒の短い期間時間が
続いたら１つのビットとすることができ、（パルス２３１３及び２３１４のように）白の
長い期間時間後に黒の長い期間時間が続いたら別のビットとすることができる。信号２３
２０は、例えば（白などの）１つの状態から（黒などの）別の色の状態への遷移間の時間
期間を通じて情報を通信することができる。短い期間時間を（「０」などの）１つのビッ
トとすることができ、長い期間時間を（「１」などの）別のビットとすることができる。
そうすることで、例えば（パルス２３２１～２３２４などを通じて）周波数２倍周波数（
Ｆ２Ｆ）符号化を実施することができる。
【００８１】
　図２４に、データストリーム２４１０及び２４２０を示す。データストリーム２４１０
は、同期パルス２４１１、情報パルス２４１２、及び同期パルス２４１３を含むことがで
きる。当業者であれば、同期パルスを（複数の「０」のストリングなどの）特定のビット
のストリングとして提供できると理解するであろう。そうすることで、例えば、そのビッ
トに関連する遷移変化の期間時間をカードが判断して情報を正しく識別できるようにする
ことができる。このようにして、情報を通信するディスプレイ画面のフレームレートに関
わらず、光を介して情報を通信することができる。ストリーム２４２０は、同期パルス２
４２１、較正パルス２４２２、メッセージタイプパルス２４２３、及びメッセージパルス
２４２４を含むことができる。メッセージタイプパルスは、後続するメッセージパルスに
含まれるデータの種類を識別することができる。そうすることで、例えばメッセージパル
スを正しく識別して、処理のためにルーティングすることができる。カードは、較正パル
ス２４２２を利用して、例えばディスプレイの能力、色の表示方法、バックライティング
の属性、及び／又は周囲光及び光学ノイズに関するより多くの情報を識別することができ
る。当業者であれば、より効率的かつ効果的に較正を行えるように、較正パルスを同期パ
ルスにしてもよく、同期パルスが（色輝度又は色深度などの）異なる特定の属性を有して
いてもよいと理解するであろう。当業者であれば、複数色のディスプレイ上及び白黒のデ
ィスプレイ上の両方で白黒パルスを利用できることも理解するであろう。
【００８２】
　例えば、光パルスを利用してカードに又はカード（又はその他の装置）間で光を通信す
る用途を数多く実現することができる。例えば、カードは、（クレジットカード番号、デ
ビットカード番号、プリペイドカード番号、及び／又はギフトカード番号などの）支払い
カード番号を示す情報を光を介して受け取ることができる。そうすることで、例えば移動
体装置又はポータブルコンピュータを介して、カードに支払いカード番号を遠隔的に発行
することができる。例えば、支払いカード番号に障害が起きた場合、又は（新たなクレジ
ット製品、デビット製品、又はプリペイド製品などの）新たな製品をカードに追加したい
と望む場合には、例えばウェブブラウザを介して支払いカード番号を遠隔的に発行するこ
とができる。光を介して警告を通信し、この警告をカードが受け取るようにすることがで
きる。警告は、受信時に、特定の時刻に、又は特定の周波数で（ディスプレイ上に光の点
滅又は特定の印を提供することなどの）特定の可視警告を与えるようにカードに指示する
ことができる。このような警告は、例えば、ユーザを待ち受ける新たなプロモーションを



(26) JP 2013-533532 A 2013.8.22

10

20

30

40

50

示すものであってもよい。また、光を介してカードにプロモーション、クーポン及び広告
をダウンロードすることもできる。カード上でゲームをプレイすることもでき、光を介し
てゲーム情報を通信することもできる。例えば、カジノのポイントカードが、光を介して
特定のコードを受け取ることができ、このコードは、特定の金額のゲームの勝ち負けに対
応することができる。このコードを（ディスプレイ上でさいころを転がすこと、又はディ
スプレイ上でスロットマシンを回すことなどの）カード上のゲームで利用することができ
る。カード上で機能を追加又は交換することもできる。例えば、ユーザは、ポイントを使
用して、分割払いで、代金後払い、引き落とし払い、プリペイド払い又はクレジット払い
を通じて購入に対する支払いが行えるようになる機能を追加することができる。このよう
な機能を例えばバックエンドで交換して、カードに情報を通信する必要がなくなるように
することができる。例えば、ユーザは、インターネットに接続して、カード上の特定のボ
タンの選択時に利用する機能を切り替えることができる。しかしながら、光を介した情報
の通信では、カードが、これらの情報を利用してさらに機能的なカードを提供することが
できる。例えば、ユーザが特定のボタンに関連する機能を記憶する必要がないように、ボ
タンの隣に位置するディスプレイが、新たな機能を示すように表示情報を変更することが
できる。カード上の情報を更新することもできる。例えば、光パルスを介して（マイル報
酬の状況などの）ユーザプロファイルを更新することができる。光パルスを介してカード
上のソフトウェアを更新することもできる。ユーザは、特定のコードを利用して、このコ
ードをボタンに入力することによりカードのロックを解除することができる。光パルスを
介してこのコードを変更することもできる。同様に、ユーザの知らないコードがカードに
入力されるまでカードをロックすることもできる。光パルスを介してこのコードをカード
に通信してカードのロックを解除することができる。（送信の日付及び時刻などの）タイ
ミング情報をカードに通信して、カードが内部クロックを更新して再同期できるようにす
ることもできる。光情報を介してカード上に値を追加して記憶することもできる。例えば
、カードにプリペイド金額又はギフトの金額を追加することができる。例えば、ユーザが
ホテルの室料を支払った時に、カードが光を介してホテルキーを受け取ることができる。
ホテル予約センターを通じてオンラインチェックイン機能を提供し、ホテルがカードに部
屋のキーを直接ダウンロードできるようにすることもできる。そうすることで、ユーザは
、ホテルに到着したら自分の部屋に直行するだけでよくなる。光を介してマイレージ状況
及び／又はマイルを通信することもできる。光を介して保険情報、医療記録、又はその他
の医療情報をカードに通信することもできる。光又はその他の無線通信を介して、地下鉄
料金／トークン、列車料金／トークン、フェリー料金／トークンなどの交通情報をカード
に追加することもできる。光（又は音など）を介して（毎月の定期券番号などの）交通番
号をカードに追加することもできる。２つのカードを通じて（カード上の光センサ及び光
源などを介して）個人対個人の支払いを行うこともできる。光を介してカードに広告を通
信することもできる。例えば、単色光を通じて光を通信することができる。例えば、カー
ド又はその他の装置の（ＬＥＤなどの）光源により、この光源を他の装置が識別できるパ
ターンでオン及びオフにすることによって別のカード又は装置に情報を通信することがで
きる。装置は、異なる光通信スキームを使用して情報を受け取ることができる。特定のス
キームを受け取る装置のプロセッサは、各スキームについての知識を利用して、利用され
ているスキームを判断することができる。そうすることで、プロセッサは、例えば通信を
送信している装置の種類を特定することができる。このようにして、例えば、カードは、
カード又は非カード装置からいつ情報を受け取っているかを識別することができる。異な
る種類の装置は、異なる種類のハンドシェイク及びセキュリティを有することができる。
従って、例えば、装置は、通信のセキュリティレベルに基づいて（支払いアプリケーショ
ンなどの）異なる種類のアプリケーションを利用することができる。
【００８３】
　カード内に電子部品のパッケージをラミネート処理する前に、カード又はその他の装置
にアプリケーションコードをプログラムすることができる。カード又はその他の装置は、
カード内に電子部品のパッケージがラミネート処理された後に、（クレジットカード番号
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、デビットカード番号、プリペイドカード番号、及び／又はギフトカード番号などの）支
払いカード情報を受け取ることができる。そうすることで、例えば、異なる施設を利用し
てカードをラミネート処理し、個人化することができる。
【００８４】
　図２５に、カラー符号化スキーム２５００を示す。カラー符号化スキーム２５００は、
例えば複数色の光を生成できる光源によって実施することができる。光センサは、例えば
、このような光源によって生成された光の各々の色を検出することができ、例えば、検出
した光の色に基づいて通信されている情報を識別することができる。従って、例えば、光
の各々の色は、光センサが検出してプロセッサに通信できる（波長などの）特性を表すこ
とができる。そうすることで、（生成された光の色及び／又は強度の変化などの）光の特
性の変化を使用して光源からプロセッサにデータを通信することができる。
【００８５】
　色及び／又は色の遷移にデータシーケンスを関連付けて、生成された特定の色及び／又
は色の遷移に基づいて（２つなどの）いくつかのデータビットを通信できるようにするこ
とができる。従って、例えば、光源が最初に生成できる光の色、及び最初に生成された光
の色の後に生成できる光の色に基づいてデータシーケンスを符号化することができる。
【００８６】
　カラー符号化スキーム２５００には、光源が生成できる（６色などの）複数の色を示し
ている。光源は、（黒及び白などの）その他の色を生成することもできる。各々の色及び
／又は色の遷移を、例えばビットシーケンスで符号化して、各々の色及び／又は各々の色
の遷移を検出する光センサ及び関連するプロセッサが、検出した色及び／又は色の遷移を
、その関連するデータシーケンスに復号できるようにすることができる。従って、例えば
、カラー符号化スキーム８００に従って、第１の色を有する第１の光のフレームを生成し
た後に、第２の色を有する第２の光のフレームを生成することにより、（４ビットのデー
タなどの）複数のデータビットを通信することができる。そうすることで、例えば、２つ
の隣接フレーム内の２色の光を生成することによって４ビットのデータを通信することが
できる。
【００８７】
　例えば、光源は、最初に（黒のパルスの後に白のパルスを生成すること、又は白のパル
スの後に黒のパルスを生成することなどの）開始シーケンスを生成することにより、あら
ゆるデータシーケンスを通信することができる。例えば、行２５１２の列２５０４～２５
１０によって示すように、光源により生成される次の色は、光源により通信される最初の
２つのデータビットを表すことができる。従って、例えば、開始シーケンス後に「緑」色
が生成された場合、光源は（「００」などの）データシーケンス２５０４を通信すること
ができ、開始シーケンス後に「青」色が生成された場合、光源は（「０１」などの）デー
タシーケンス２５０６を通信することができ、開始シーケンス後に「シアン」色が生成さ
れた場合、光源は（「１０」などの）データシーケンス２５０８を通信することができ、
開始シーケンス後に「マゼンタ」色が生成された場合、光源は（「１１」などの）データ
シーケンス２５１０を通信することができる。
【００８８】
　カラー符号化スキーム２５００に従って、例えば、光源が示す色の遷移に基づいて後続
のデータビットを通信することができる。従って、例えば列２５０２は、光源が生成して
いる現在の色を示すことができ、列２５０２内の色の１つから次の色への遷移に基づいて
（次の２つのデータビットなどの）次のデータビットを符号化することができる。１つの
例によれば、光源が、開始シーケンス後に「シアン」色を生成した場合、行２５１２から
の（「１０」などの）データシーケンス２５０８として符号化することができる。次に「
シアン」から「緑」に色が遷移した場合、行２５１４によって示すように（「１１」など
の）データシーケンス２５１０として符号化することができる。次に「緑」から「黄」に
色が遷移した場合、行２５１６によって示すように（「１１」などの）データシーケンス
２５１０として符号化することができる。そうすることで、例えば、現在の色から次の色
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への各色の遷移を（２つのデータビットなどの）複数のデータビットとして符号化し、色
変化ごとに２つのデータビットを符号化できるようにすることができる。
【００８９】
　色を使用する代わりに光強度を使用することもできる。従って、例えば、カラー符号化
スキーム２５００を光強度符号化スキームに置き換え、これにより色の代わりに光強度を
使用してデータを符号化することができる。そうすることで、例えば、（「赤」などの）
単一色を担体として使用し、この担体の輝度を使用して、担体を実際のデータで符号化す
ることができる。そうすることで、（６つの異なる輝度レベルなどの）複数の光強度を使
用してデータを符号化することができる。当業者であれば、より多くの色（又は強度）に
よってより多くのデータビットが生じ、これらを光源が生成する光のフレームごとに符号
化できると理解するであろう。当業者であれば、色の遷移（又は強度の遷移）を使用して
データ境界を示すことができるので、光源と光センサの間のデータ通信速度の変動を許容
できることをさらに理解するであろう。また、全ての色の遷移（又は強度の遷移）が有効
でない場合もあるので、カラー符号化スキーム８００（又は強度符号化スキーム）により
、ある程度の誤り訂正を実施することもできる。
【００９０】
　図２６に、ディスプレイ２６１０を有する装置２６０２と、光センサ２６０６及び状態
インジケータ２６０８を有するカード（又はその他の装置）２６０４とを含むことができ
るシステム２６００を示す。装置２６０２は、例えばディスプレイ２６１０を含むことが
でき、このディスプレイ２６１０は、そのあらゆる部分から（光２６１２のパルスなどの
）光を生成することができる。光センサ２６０６は、例えばディスプレイ２６１０によっ
て生成された（光２６１２のパルスなどの）光を検出することができる。（ＬＥＤなどの
）状態インジケータ２６０８は、例えば、光パルス２６１２を介して通信されるデータに
関する状態情報を生成することができる。従って、例えば、カード２６０４のプロセッサ
は、光パルス２６１２が検出されているかどうかを判定することができ、さらに光パルス
２６１２を、装置２６０２によってカード２６０４に通信されたデータとして復号するこ
とができる。そうすることで、例えば、光パルス２６１２を検出した状態及び／又は光パ
ルス２６１２を通信データに復号した状態をプロセッサが生成し、状態インジケータ２６
０８がこの状態を示すことができる（例えば、データ通信及びデータの復号に成功した場
合、ＬＥＤ２６０８は緑色光２６１４を生成することができる）。（ＬＥＤなどの）状態
インジケータ２６０８を、例えば後ろ向きのＬＥＤとして提供して、（例えば、カード２
６０４を通じて）カード２６０４の面２６１８上に通信状態を示す一方で、カード２６０
４の反対側の面でカード２６０４と装置２６０２の間のデータ通信を行えるようにするこ
とができる。
【００９１】
　光センサ２６０６（及びその他の電子部品）は、例えばカード２６０４のプリント回路
基板に電気的及び／又は機械的に結合して電子アセンブリを形成することができる。この
ような電子アセンブリを、（２つの材料又は１つの材料の反応に基づく射出成形加工など
の）射出成形加工によってカプセル化することができる。例えば、シリコンベースの材料
又はポリウレタンベースの材料を注入し、（温度反応、光反応、圧力反応、時間ベースの
反応及び／又は化学反応などを使用して）硬化して、電子部品のパッケージを形成するこ
とができる。この電子部品のパッケージ（及びカード２６０４のその他の構成要素）を（
ポリマーラミネートの層などの）ラミネート層間に挟み込んで、カード２６０４の両面を
ラミネートの層によって形成できるようにすることができる。このようなポリマの層間に
、注入処理によって材料を注入することができる。注入処理では、例えば一方のポリマの
層上に電子部品のパッケージを配置し、この電子部品のパッケージを覆って１又はそれ以
上の注入ラミネート材料を注入し、次にこの１又はそれ以上の液体注入ラミネートで覆わ
れた電子部品のパッケージを覆って異なるポリマの層を配置することができる。その後、
反応が起きて構造をカード内に硬化することができる。
【００９２】
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　電子部品のパッケージは、ラミネート処理を通じて、例えば、携帯電話機、ポータブル
タブレットコンピュータ、ポータブルラップトップコンピュータ、腕時計、その他のあら
ゆる種類の電子装置、又はあらゆる電子装置のあらゆる部品などの他の構造内に形成する
ことができる。光センサ２６０６は、例えば、１又はそれ以上のラミネート材料の層より
も下に埋め込んだ場合でも光パルス２６１２を感知するものとすることができる。カード
には印を印刷することができる。光センサへの光を遮断し得る領域は、例えば明るい色で
印刷することができる。或いは、光センサが印刷インク／材料によって妨げられずに光を
受光できるように、光センサ上には印刷インク／材料を配置しなくてもよい。カードの片
面に１又はそれ以上の光センサを提供して、カードの反対側の面に１又はそれ以上のタッ
チ送信機を提供することができる。カードの１又はそれ以上のタッチ送信機と同じ面上に
１又はそれ以上の光センサを提供することもできる。１又はそれ以上の光センサと同じ又
は異なる面には、１又はそれ以上の光源を配置することができる。光源とは異なる面に光
センサを配置する場合、ユーザは、カードの光センサ側をディスプレイに対して保持し、
カードの裏面上の１又はそれ以上の光センサ（又はディスプレイ）を介して、（まだ通信
を開始していません、通信を開始しました、通信を処理中です、通信を完了しました、通
信に失敗しました、通信を正しく完了しましたなどの）動作が行われた旨の視覚表示を受
け取ることができる。
【００９３】
　光センサ２６０６は、例えば広い周波数帯域の信号を感知することができる。例えば、
装置２６０２は、ディスプレイ２６１０を（５０Ｈｚ又は６０Ｈｚなどの）特定のレート
でリフレッシュして、光センサ２６０６がリフレッシュレートノイズを検出できるように
することができる。別の例によれば、ディスプレイ２６１０は、（数百Ｈｚ～数千Ｈｚな
どの）別の周波数レートで制御（例えば、パルス幅を変調）できるバックライティングを
提供して、光センサ２６０６がバックライト制御ノイズを検出できるようにすることがで
きる。さらに別の例によれば、ディスプレイ２６１０が、ディスプレイ９１０の画素を左
から右、上から下のシーケンスでリフレッシュできるスクロールリフレッシュレートを示
し、これにより光パルス２６１２の色又は強度に影響を与えることができる。従って、例
えば、カード２６０４のプロセッサは、このようなノイズの影響を消す（例えば、フィル
タ除去する）ために使用できる（デジタル信号処理アプリケーションなどの）アプリケー
ションを実行することができる。
【００９４】
　光センサ２６０６は、様々な距離２６１６の光パルス２６１２を検出することができる
。例えば、ディスプレイ２６１０は、距離２６１６を最大化できるように高強度の光パル
スを生成することができる（例えば、比較的高強度の光パルス２６１２を検出するために
、カード２６０４をディスプレイ２６１０からさらに離して保持することができる）。或
いは、例えば、ディスプレイ２６１０は、距離２６１６を最小化できるように低強度の光
パルスを生成することができる（例えば、比較的低強度の光パルス２６１２を検出するた
めに、カード２６０４をディスプレイ２６１０により近付けて保持することができる）。
周囲光（例えば、ディスプレイ２６１０によって生成されない光）によって距離２６１６
を縮めて、光パルス２６１２の検出を可能にすることもできる（例えば、周囲光の存在下
では、カード２６０４をディスプレイ２６１０により近付けて保持する必要があり得る）
。
【００９５】
　ユーザは、例えば状態インジケータ２６０８を利用して、距離２６１６が装置２６０２
とカード２６０４の間の信頼できるデータ通信をサポートするのに適しているかどうかを
判定することができる。従って、例えば、距離２６１６が、信頼できるデータ通信をサポ
ートするのに長すぎる場合、（ＬＥＤなどの）状態インジケータ２６０８は、そのような
状態を示す（例えば、赤色光を点灯する）ことができる。或いは、例えば、距離２６１６
が、信頼できるデータ通信をサポートするのに適している場合、（ＬＥＤなどの）状態イ
ンジケータ２６０８は、そのような状態を示す（例えば、緑色光を点灯する）ことができ
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る。そうすることで、例えば、カード２６０４のユーザは、状態インジケータ２６０８か
ら通信状態を取得して、装置２６０２の許容できる通信距離２６１６の範囲内にカード２
６０４を収めることができるようになる。
【００９６】
　プロセッサは、特定の波長範囲内の１又はそれ以上の光のサンプルを受け取ることによ
って色を決定することができる。サンプリング間隔中に複数のサンプルをともに平均化し
て、平均波長又は（強度などの）その他の特性を判断し、このある期間にわたる平均的特
性を決定の計算に利用することができる。（２つ、３つ、４つ又は５つ以上などの）特定
数のサンプルを採取してともに平均化し、プロセッサがこれらサンプルの平均値を利用し
て決定を行うことができる。
【００９７】
　図２７に、光源２７０２、光センサ２７０６を有するカード（又はその他の装置）２７
０４、及び反射装置２７１２を含むことができるシステム２７００を示す。光源２７０２
は、例えば光パルス２７１０を提供することができ、これを光センサ２７０６が反射光パ
ルス２７０８として検出することができる。従って、例えば、カード２７０４の光センサ
２７０６は、（投影型ＴＶなどの）投影媒体を使用できる装置から通信データを受け取る
ことができる。その他の光源は、例えば周囲光２７１４を生成して、これを光センサ２７
０６が検出することができる。従って、例えば、カード２７０４のプロセッサは、（デジ
タル信号処理アルゴリズムなどの）フィルタ処理を使用して周囲光２７１４の影響を消し
、光パルス２７０８内で符号化されたデータをより正確に検出して復号できるようにする
ことができる。
【００９８】
　当業者であれば、本発明が、説明した実施形態のみに限定されるものではないことも理
解するであろう。むしろ、本発明は、より一般的に動的情報に関与する。当業者であれば
、本発明の装置を、本明細書で説明した以外の方法で実現できることも理解するであろう
。全てのこのような修正は本発明の範囲に含まれ、以下の特許請求の範囲によってのみ限
定される。
【符号の説明】
【００９９】
１００：カード
１１１：不変部分
１１２：ディスプレイ
１１３：ディスプレイ
１１９：不変情報
１２０：プロセッサ
１２５：ディスプレイ
１２６：タッチ送信機
１２７：光センサ
１３０：ボタン
１３１：ボタン
１３２：ボタン
１３３：ボタン
１３４：ボタン
１４０：ディスプレイ
１４１：駆動回路
１４２：タッチ送信機
１４３：光センサ
１４４：メモリ
１５０：アーキテクチャ
１５１：ＲＦＩＤ
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１５２：ＩＣチップ
１７０：電磁場発生器
１７１：読み取りヘッド検出器
１７２：読み取りヘッド検出器
１８０：電磁場発生器
１８５：電磁場発生器

【図１】 【図２】
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【図１７】 【図１８】
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【図２１】 【図２２】
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【図２５】 【図２６】
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